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詩本草人のぶらり旅【秋田県湯沢市　小安峡温泉】…２面／タイヤケアホント
の話【手軽にできる「リモート・タイヤケア」】…３面／トラック運送事業者のため
の経営のヒント【トップ交渉で燃料サーチャージ導入を】…６面

交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
大型 中型 準中型 普通 計

9
（−10）

9
（±0）

3
（+1）

3
（+3）

24
（−6）

交通事故死者数（人）

2月28日現在 3月30日現在

359
（−46）

555
（−51）

全国の死亡
事故件数

352
（−44）

令和４年２月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

輸送量 前年同月比

トラック
特別積合せ（千トン） 5,248 108.0%

一　般 ― 100.9%
宅配便（千個） 377,708 104.3%

輸送統計
令和４年１月分
▶国土交通省調べ

燃料価格高騰に対し、適正な運賃や
燃料サーチャージの交渉してますか？
～政府は交渉に応じない荷主などの情報を求めています～

公正取引委員会
違反行為

情報提供フォームへ

トラック運送
事業者の皆様

ブランケット版　全5段　380×170

トラック運送事業者が荷主、元請
事業者に燃料価格の上昇分の転嫁
を求めているにもかかわらず、協議
に応じない場合や理由を書面等で
示さず従来どおり据え置くことは
「買いたたき」となり、独占禁止法・
下請代金法違反となるおそれが
あります。

都道府県トラック協会
燃料価格高騰対策本部

公益社団法人

燃料費燃料費

高騰！高騰！

これは「買いたたき」の
おそれがあります。
これは「買いたたき」の
おそれがあります。

荷主などからこんなこと
ありませんか？

荷主などからこんなこと
ありませんか？

このような
ことが
あれば…

燃料費が上がっており、　
　　  苦しいのでお願いに
　　　　 伺いたいのですが？

　

同
本
部
は
︑
坂
本
克
己
全

ト
協
会
長
を
本
部
長
と
し
︑

①
コ
ス
ト
に
見
合
っ
た
適
正

な
運
賃
・
料
金
の
収
受
お
よ

び
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
導
入

促
進
等
価
格
転
嫁
対
策
に
係

る
諸
施
策
の
実
施
︑
②
﹁
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
価

値
創
造
の
た
め
の
転
嫁
円
滑

化
施
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
﹂
に
対

応
し
た
諸
施
策
の
実
施
︱
︱

等
を
目
的
に
設
置
さ
れ
て
い

る
（
３
月
15
日
号
既
報
）︒

　

今
回
の
荷
主
向
け
専
門
紙

の
広
告
（
写
真
㊤
）
は
︑
表

で
示
し
た
16
紙
に
掲
載
︒
急

速
に
進
ん
で
い
る
燃
料
価
格

高
騰
の
現
状
を
説
明
し
た
上

で
︑
燃
料
費
等
輸
送
コ
ス
ト

上
昇
分
の
運
賃
転
嫁
に
対

し
︑
協
議
な
く
不
当
に
据
え

置
く
こ
と
が﹁
買
い
た
た
き
﹂

に
認
定
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

り
︑
独
占
禁
止
法
や
下
請
代

金
支
払
遅
延
等
防
止
法
違
反

と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と

を
強
く
ア
ピ
ー
ル
︒
荷
主
・

元
請
に
対
し
て
︑
輸
送
コ
ス

ト
上
昇
に
伴
う
運
賃
転
嫁
へ

の
理
解
・
協
力
を
呼
び
か
け

る
も
の
と
な
っ
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
ト
ラ
ッ
ク
業
界
紙

向
け
の
広
告
（
写
真
㊦
）
で

は
︑
運
送
事
業
者
が
自
主
的

に
荷
主
等
と
の
交
渉
を
行
わ

な
け
れ
ば
︑
燃
料
価
格
高
騰

に
伴
う
経
営
危
機
は
突
破
で

き
な
い
と
し
た
上
で
︑
事
業

者
自
ら
が
コ
ス
ト
に
見
合
っ

た
適
正
な
運
賃
・
料
金
の
収

受
や
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
導

入
に
つ
い
て
︑
荷
主
等
に
積

極
的
に
働
き
か
け
を
行
う
よ

う
訴
え
て
い
る
︒

　

さ
ら
に
︑
交
渉
に
応
じ
な

い
荷
主
等
の
情
報
を
︑
公
正

取
引
委
員
会
﹁
違
反
行
為
情

報
提
供
フ
ォ
ー
ム
﹂
に
提
供

す
る
よ
う
求
め
て
い
る
︒

政
府
の
支
援
背
景
に

自
助
努
力
呼
び
か
け

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
燃
料
価
格
の
高
騰
に
対

し
て
︑
①
中
小
事
業
者
に
対

す
る
価
格
転
嫁
対
策
の
更
な

る
強
化
︑
②
燃
料
価
格
高
騰

に
対
す
る
支
援
の
拡
充
等
の

実
施
︑
③
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格

低
廉
化
方
策
の
実
施
︑
在
庫

管
理
対
策
の
強
化
︱
︱
の
３

項
目
に
つ
い
て
︑
令
和
４
年

２
月
28
日
に
松
野
博
一
内
閣

官
房
長
官
お
よ
び
萩
生
田
光

一
経
済
産
業
大
臣
に
︑
３
月

１
日
に
斉
藤
鉄
夫
国
土
交
通

大
臣
に
そ
れ
ぞ
れ
要
望
し
︑

そ
の
結
果
︑
全
国
平
均
ガ
ソ

リ
ン
価
格
が
１
㍑
１
７
０
円

以
上
に
な
っ
た
場
合
︑
１
㍑

当
た
り
25
円
を
上
限
と
し

て
︑
燃
料
油
元
売
り
に
補
助

金
を
支
給
す
る
﹁
激
変
緩
和

対
策
事
業
﹂が
実
施
さ
れ
た
︒

　

ま
た
︑政
府
に
お
い
て
は
︑

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
の

改
正
に
よ
り
︑﹁
標
準
的
な

運
賃
の
告
示
制
度
﹂
お
よ
び

﹁
荷
主
対
策
の
深
度
化
﹂
が

導
入
さ
れ
た
こ
と
に
加
え
︑

適
正
な
コ
ス
ト
の
運
賃
転
嫁

を
円
滑
に
実
施
し
て
い
く
︑

﹁
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ

る
価
値
創
造
の
た
め
の
転
嫁

円
滑
化
施
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
﹂

に
お
い
て
各
種
施
策
が
策
定

さ
れ
︑
交
渉
に
応
じ
な
い
荷

主
に
つ
い
て
は
︑
公
取
委
の

ほ
か
中
小
企
業
庁
ま
で
が
加

わ
っ
て
︑
い
わ
ゆ
る
﹁
買
い

た
た
き
﹂
防
止
に
向
け
て
強

力
な
施
策
が
発
動
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
︒

　

一
方
で
︑
最
も
基
本
的
な

こ
と
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
が
適
正
な
コ
ス
ト
を
荷

主
の
理
解
を
得
て
適
正
運
賃

と
し
て
収
受
す
る
こ
と
で
あ

り
︑
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
を
支
援
す
る
政
府

与
党
の
動
き
を
背
景
と
し

て
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

と
し
て
も
自
助
努
力
が
求
め

ら
れ
て
い
る
︒

　

全
ト
協
は
︑﹁
事
業
者
に

お
い
て
も　
﹃
自
助
努
力
﹄

と
し
て
自
社
の
コ
ス
ト
を
洗

い
出
し
た
上
で
︑
荷
主
や
元

請
事
業
者
と
の
運
賃
・
料
金

の
交
渉
に
臨
み
︑
燃
料
急
騰

に
よ
る
経
営
危
機
を
突
破
し

て
ほ
し
い
﹂
と
呼
び
か
け
て

い
る
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
燃
料
価
格
高
騰
対
策
本
部

（
坂
本
克
己
本
部
長
）
は
今
月
７
日
か
ら
15
日
に
か
け

て
、
荷
主
向
け
専
門
紙
16
紙
に
対
し
て
、
不
当
な
運
賃

・
料
金
の
据
え
置
き
が
「
買
い
た
た
き
」
に
該
当
し
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
輸
送
コ
ス
ト
上
昇
に
伴
う
運
賃
転
嫁
へ
の
理
解

・
協
力
を
訴
え
る
広
告
を
掲
載
す
る
。ま
た
同
時
期
に
、

ト
ラ
ッ
ク
業
界
紙
13
紙
に
、
燃
料
価
格
高
騰
に
対
応
す

る
た
め
、
荷
主
に
対
し
て
適
正
運
賃
や
燃
料
サ
ー
チ
ャ

ー
ジ
の
交
渉
を
呼
び
か
け
る
広
告
を
掲
載
す
る
。
広
告

掲
出
に
よ
り
、
荷
主
に
対
し
て
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

を
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に
対
し
て
は
運
賃
・
料
金

交
渉
の
実
施
を
訴
え
る
。

坂本 克己 全ト協会長

表　燃料費等輸送コスト上昇に伴う「買いたたき」
に係る荷主向け専門紙の広告掲載日（16 紙）

新聞名 掲載日（４月）
日本農業新聞 7 日㈭
醸界タイムス 8 日㈮
日刊木材新聞 8 日㈮
日本物流新聞 10 日㈰
セメント新聞 11 日㈪
ゴムタイムス 11 日㈪

サッシタイムス 11 日㈪
ガラス新聞 11 日㈪

日刊建設工業新聞 12 日㈫
化学工業日報 12 日㈫

日刊自動車新聞 12 日㈫
鉄鋼新聞 13 日㈬
繊研新聞 13 日㈬

日本食糧新聞 13 日㈬
みなと新聞 13 日㈬

日刊紙業通信 15 日㈮

新
聞
広
告
で

◎
荷
主
・
元
請
に
し
っ
か
り
確
認

◎
さ
あ
ー
次
は
会
員
各
自
が
!!

価
格
転
嫁
を
め
ざ
す
荷
主
と
の
交
渉
を
力
強
く
支
援

発行所公益社団法人

〒160-0004 東京都新宿区四谷三丁目2番地5
全日本トラック総合会館

☎（03）3354-1029（総務部広報室）
https://jta.or.jp

4月1日号
（定価・税込348円／会員の購読料は会費に含みます）

※紙面に関する問い合わせは広報室まで

毎月1日・15日発行



（2）第2197号（第3種郵便物認可）令和4年（2022年）4月1日

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

～優先編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶		路線バス等の優先通行帯においては、道路混雑などにより、後方か
ら路線バス等が近づいてきた時に優先通行帯から出られなくなるお
それがある時は、路線バス等を除く自動車は右左折などのやむを得
ない場合を除いて通行してはならない。（	○・×	）

❷		バス停で路線バスが発進の合図を出した時は、後方の車は急ブレー
キ等で回避しなければならない場合を除いて、バスの発進を妨げて
はならない。（	○・×	）

❸		交通整理の行われていない道幅が同じような交差点では、右方から
くる車の進行を妨げない。（	○・×	）

❹		交差点を右折する場合において、直進車や左折車がある時でも、先
に交差点に入った場合は、先に右折できる。（	○・×	）

❺		一方通行路において緊急自動車が近づいてきた時は、道路の左側に
寄って進路を譲らなければならない。（	○・×	）

（解答は7面）

第1回　「秋田県湯沢市　小安峡温泉」第1回　「秋田県湯沢市　小安峡温泉」

　

都
会
の
喧
騒
か
ら
し

ば
し
離
れ
て
地
方
の
温
泉

場
を
訪
れ
︑
同
時
に
地

元
の
隠
れ
た
名
店
で
思
わ

ず
舌
鼓
を
打
つ
｜
︒
今

号
か
ら
毎
月
１
日
号
に

﹁
詩
本
草
人
の
ぶ
ら
り

旅
﹂
を
綴
り
ま
す
︒
拙
い

文
章
で
す
が
ご
贔
屓
賜
り
ま
す
よ
う
に
︒
齢
60

を
過
ぎ
た
身
と
し
て
旅
は
至
福
の
喜
び
で
あ
り
︑

旅
先
で
の
触
れ
合
い
は
貴
重
な
財
産
と
な
り
ま

す
︒
初
回
は
︑
秋
田
県
湯
沢
市
ヘ
旅
を
し
た
時

の
お
話
で
す
︒

　

山
合
に
あ
り
︑
昔
日
の
風
情
を
残
し
な
が
ら

も
洗
練
さ
れ
た
小
安
峡
温
泉
︒
東
京
駅
か
ら
東

北
新
幹
線
に
乗
車
し
︑
北
上
駅
で
北
上
線
に
乗

り
換
え
︑
車
窓
に
広
が
る
豊
か
な
景
色
を
堪
能

し
な
が
ら
や
が
て
横
手
駅
に
到
着
︒

　

横
手
駅
か
ら
は
レ
ン
タ
カ
ー
を
借
り
︑
目
的

地
の
旅
館
街
に
向
か
う
途
中
で
腹
拵
え
に
寄
っ

た
の
は
︑横
手
市
の
名
物﹁
十
文
字
ラ
ー
メ
ン
﹂︒

丸
竹
食
堂
は
地
元
で
人
気
の
ラ
ー
メ
ン
店
で
︑

店
内
は
民
芸
品
を
飾
っ
た
懐
か
し
い
雰
囲
気
を

醸
し
出
し
︑
そ
の
中
で
食
べ
た
和
の
出
汁
ス
ー

プ
に
自
家
製
麵
を
用
い
た
十
文
字
ラ
ー
メ
ン
は

後
を
引
く
美
味
な
中
華
そ
ば
で
し
た
︒
店
内
は

老
若
男
女
で
い
っ
ぱ
い
で
︑
皆
さ
ん
底
ま
で
透

き
通
る
汁
の
ラ
ー
メ
ン
を
美
味
し
そ
う
に
頰
張

っ
て
い
ま
し
た
︒
他
県
か
ら
訪
れ
た
と
思
わ
れ

る
老
夫
婦
は
﹁
身
体
に
優
し
い
味
で
す
ね
﹂
と

2
人
で
に
っ
こ
り
と
笑
み
を
た
た
え
て
い
ま
し
た
︒

　

皆
瀬
川
の
急
流
が
長
年
に
亘
り
両
岸
を
侵
食

し
て
で
き
た
小
安
峡
は
圧
巻
の
景
色
で
︑特
に
︑

新
緑
の
季
節
は
鮮
や
か
な
緑
が
目
に
眩
し
く
感

じ
ま
し
た
︒中
で
も
︑落
差
の
大
き
い
不
動
滝
は
︑

マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
に
溢
れ
る
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
で
す
︒

　

遠
方
か
ら
見
て
取
れ
る
大
噴
湯
に
招
か
れ
る

よ
う
に
辿
り
着
い
た
今
宵
の
宿
は
︑
湯
守
十
二

代
続
く﹁
旅
館
多
郎
兵
衛
﹂︒
小
安
峡
温
泉
は
︑

秋
田
藩
主
佐
竹
氏
も
訪
れ
た
と
い
う
開
湯
２
０

０
年
以
上
の
歴
史
を
誇
る
名
湯
で
す
︒
源
泉
掛

け
流
し
の
大
浴
場
﹁
薬
師
の
湯
﹂
の
他
に
︑
露

天
風
呂
や
小
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
﹁
三
宝
の
湯
﹂

が
あ
り
ま
し
た
︒
お
風
呂
の
佇
ま
い
は
大
正
ロ

マ
ン
を
搔
き
立
て
る
造
り
で
︑お
湯
は
神
経
痛
︑

関
節
痛
︑
慢
性
消
化
器
病
な
ど
に
特
に
効
用
が

あ
る
よ
う
で
す
︒

　

お
楽
し
み
の
夕
食
は
︑
女
将
自
慢
の
手
作
り

料
理
で
す
︒
地
元
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い

味
・
量
と
も
に
満
足
の
い
く
内
容
で
︑
地
元
の

銘
酒
﹁
福
小
町　

純
米
吟
醸
﹂
が
︑
お
膳
に
花

を
添
え
ま
し
た
︒
ま
た
い
つ
の
日
に
か
︑
季
節

を
変
え
て
再
訪
し
た
い
︑
懐
か
し
い
故
郷
を
感

じ
さ
せ
る
宿
で
し
た
︒

　
　
　
　
（
旅
ラ
イ
タ
ー　

し
ほ
ん
・
く
さ
と
）

詩本草人の

　あなたは、センターラインのない一方通行道路の横断歩道
に差しかかりました。横断歩道のそばにはベビーカーを押し
ている歩行者が見えます。この場面にはどのような危険があ
りますか。また、危険を避けるためにはどのような運転をす
ればよいでしょうか。考えてみましょう。

状 

況

〔第 145回〕「一方通行道路の横断歩道付近」

（解説・7面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

令
和
３
年
度
ポ
ス
タ
ー

こ
れ
に
よ
り
︑
同
日
現
在
の

Ｇ
マ
ー
ク
認
定
事
業
所
は
︑

２
万
７
８
９
８
事
業
所
（
全

事
業
所
数
の
32
・
０
％
）
と

な
っ
た
︒

　

２
０
２
２
年
度
の
同
事
業

実
施
概
要
に
つ
い
て
は
︑
申

請
書
類
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
頒
布
開
始
日
=
４
月

22
日
㈮
︑
紙
媒
体
に
よ
る
頒

布
開
始
日
=
５
月
２
日
㈪
と

し
︑
申
請
受
付
期
間
=
７
月

１
日
㈮
~
７
月
14
日
㈭
（
土

・
日
曜
日
は
除
く
）︑（
郵
送

に
よ
る
申
請
受
付
は
12
日
㈫

必
着
）
と
し
た
︒

　

Ｐ
Ｒ
対
策
と
し
て
は
︑
引

　

３
月
17
日
︑
第
43
回
﹁
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
安
全
性

評
価
委
員
会
﹂（
委
員
長
・

野
尻
俊
明
学
校
法
人
日
通
学

園
理
事
長
）が
開
催
さ
れ
た
︒

　

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
安

全
性
評
価
事
業
の
実
施
状
況

で
は
︑
弁
明
に
対
す
る
審
査

結
果
や
追
加
認
定
︑
再
評
価

の
実
施
状
況
に
つ
い
て
了
承
︒

用
し
て
︑
エ
ン
ジ
ン
の
構
造

な
ど
を
学
ん
で
い
た
だ
き
た

い
﹂
と
あ
い
さ
つ
︒
そ
れ
を

受
け
︑
同
校
の
立
野
校
長
は

﹁
貴
重
な
車
両
を
寄
贈
い
た

だ
き
︑大
変
感
謝
し
て
い
る
﹂

と
︑
謝
辞
を
述
べ
た
︒

会
が
実
施
す
る
広
報
活
動
で

使
用
す
る
ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ

イ
ン
を
募
集
し
て
い
る
︒

　

テ
ー
マ
は
﹁
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
産
業
が
︑
国
の
経
済
と
国

民
生
活
を
支
え
て
い
る
こ
と

を
表
現
﹂
す
る
も
の
︒
応
募

締
切
は
５
月
31
日
㈫（
必
着
）︒

　

入
賞
作
品
に
つ
い
て
は
︑

全
ト
協
広
報
委
員
会
で
選
考

し
た
の
ち
︑
８
月
に
全
ト
協

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
発
表
す

る
︒
グ
ラ
ン
プ
リ
１
作
品
を

令
和
４
年
度
﹁
ト
ラ
ッ
ク
の

日
﹂
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
と

し
て
採
用
す
る
と
と
も
に
︑

賞
金
70
万
円
を
贈
呈
︒ま
た
︑

グ
ラ
ン
プ
リ
以
外
で
特
に
優

秀
な
作
品
に
は
︑
佳
作
と
し

て
賞
金
10
万
円
を
贈
る
︒

　

コ
ン
テ
ス
ト
の
概
要
お
よ

び
公
募
要
項
の
詳
細
に
つ
い

き
続
き
Ｇ
マ
ー
ク
ラ
ッ
ピ
ン

グ
ト
ラ
ッ
ク
の
走
行
台
数
お

よ
び
走
行
地
域
の
拡
大
を
図

る
と
と
も
に
︑
高
速
道
路
の

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に
お
け
る

テ
ー
ブ
ル
ス
テ
ッ
カ
ー
貼
付

に
よ
る
広
報
啓
発
を
実
施
す

る
こ
と
等
が
報
告
さ
れ
た
︒

福
岡
県
立
八
女
工
業
高
校

に
整
備
実
習
用
ト
ラ
ッ
ク

を
寄
贈

青
年
部
会

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
青

年
部
会（
岩
田
享
也
部
会
長
）

は
３
月
22
日
︑
福
岡
県
筑
後

市
の
福
岡
県
立
八
女
工
業
高

等
学
校
（
立
野
秀
紀
校
長
）

で
整
備
実
習
用
ト
ラ
ッ
ク
の

寄
贈
式
を
行
っ
た
︒

　

整
備
実
習
用
ト
ラ
ッ
ク
の

寄
贈
は
︑
平
成
27
年
度
よ
り

青
年
部
会
の
社
会
貢
献
活
動

の
一
環
と
し
て
実
施
し
て
い

る
も
の
︒
今
年
度
は
︑
自
動

車
教
育
課
程
を
有
す
る
高
校

で
組
織
さ
れ
て
い
る
全
国
自

動
車
教
育
研
究
会（
全
自
研
）

を
通
じ
て
希
望
の
あ
っ
た
同
校

（
自
動
車
科
）
に
︑
青
年
部

会
員
の
募
金
を
原
資
に
中
古

ト
ラ
ッ
ク
を
購
入
し
︑
寄
贈

し
た
︒

　

寄
贈
に
あ
た
り
︑
岩
田
部

会
長
は
﹁
ト
ラ
ッ
ク
に
興
味

を
持
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
︑
寄
贈
車
両
を
大
い
に
活

「
ト
ラ
ッ
ク
の
日
」
ポ
ス

タ
ー
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
を
開
催応

募
締
切
５
月
31
日

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
10
月
９
日
の
﹁
ト
ラ
ッ

ク
の
日
﹂
を
広
く
一
般
の
方

に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
な
ど

を
目
的
と
し
て
︑
全
ト
協
お

よ
び
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協

て
は
︑
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
参
照
の
こ
と
︒

閉
鎖
Ｔ
Ｓ
の
売
却
に
つ
い
て

安
城
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
︑

６
月
30
日
に
閉
鎖
す
る
安
城

ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
︑
入
札
に
よ
る
売
却
を

行
う
た
め
︑
４
月
１
日
か
ら

全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ

Ｐ
）
に
入
札
要
綱
書
を
公
開

し
て
い
る
︒

　

詳
細
に
つ
い
て
は
同
Ｈ
Ｐ

を
参
照
の
こ
と
︒

⑴
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

飲
酒
運
転
の
根
絶
を
図
る

た
め
︑
全
ト
協
が
作
成
し
た

﹁
飲
酒
運
転
防
止
対
策
マ
ニ
ュ

ア
ル
﹂
を
活
用
し
︑
運
転
者

等
に
対
す
る
ア
ル
コ
ー
ル
検
知

器
の
携
行
︑
酒
気
帯
び
の
有
無

の
測
定
方
法
及
び
測
定
結
果

の
確
実
な
報
告
等
に
つ
い
て
指

導
を
徹
底
す
る
︒

　

ま
た
︑
交
通
対
策
委
員
会

の
決
議
を
踏
ま
え
︑
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
飲
酒
運
転
し

な
い
こ
と
の
宣
言
書
署
名
な

ど
︑
事
業
者
等
と
連
携
し
た

取
り
組
み
強
化
を
図
る
︒

⑵ 

追
突
事
故
及
び
交
差
点
に
お

け
る
事
故
の
防
止

　

事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
に
お
け
る

死
傷
事
故
の
約
半
数
を
占
め
︑

高
速
道
路
で
は
６
割
強
を
占
め

る
﹁
追
突
事
故
﹂︑
及
び
事
業

用
ト
ラ
ッ
ク
が
第
１
当
事
者
と

な
る
死
亡
・
重
傷
事
故
の
４
割

を
占
め
る
﹁
交
差
点
事
故
﹂

を
防
止
す
る
た
め
︑
事
故
防

止
セ
ミ
ナ
ー
を
全
国
開
催
す

る
こ
と
に
よ
り
︑
交
通
事
故
実

態
に
即
し
た
運
転
者
へ
の
指
導

・
教
育
を
促
す
︒

　

ま
た
︑
事
故
防
止
に
有
効

な
安
全
装
置
の
普
及
等
に
よ

り
︑
追
突
事
故
防
止
及
び
交

差
点
に
お
け
る
事
故
防
止
の

徹
底
を
図
る
︒

⑶ 

子
供
を
始
め
と
す
る
歩
行
者

の
交
通
事
故
防
止

　

子
供
を
始
め
と
す
る
歩
行

者
の
傍
を
通
過
す
る
際
は
︑

十
分
に
速
度
を
落
と
す
な
ど
︑

思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を
励
行

す
る
︒

⑷ 

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中

・
自
転
車
乗
用
中
の
交
通

事
故
防
止

　

夕
暮
れ
時
と
夜
間
に
お
け

る
歩
行
中
及
び
自
転
車
乗
用

中
の
交
通
事
故
を
防
止
す
る

た
め
︑
前
照
灯
の
早
め
の
点
灯

と
︑
昼
間
よ
り
も
控
え
め
の
速

度
で
の
走
行
の
励
行
︑
交
差
点

通
過
時
に
お
け
る
車
両
周
辺

の
歩
行
者
等
の
安
全
確
認
の
励

行
を
徹
底
す
る
︒

⑸ 
携
帯
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使

用
禁
止
の
徹
底

　

乗
務
中
の
携
帯
電
話
に
よ

る
通
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

操
作
の
禁
止
に
つ
い
て
徹
底
を

図
る
︒
ま
た
︑
横
断
歩
道
に

お
い
て
歩
行
者
を
優
先
す
る
よ

う
徹
底
す
る
︒

⑹ 

高
速
道
路
に
お
け
る
事
故
の

防
止

　

高
速
道
路
に
お
け
る
事
故

は
︑
高
速
道
路
に
入
り
１
時
間

以
内
に
多
く
発
生
し
て
い
る
た

め
︑
高
速
道
路
に
入
っ
た
後
は

可
能
な
限
り
早
い
段
階
で
休

憩
を
と
ら
せ
る
な
ど
︑
高
速

道
路
に
お
け
る
事
故
防
止
を

徹
底
す
る
︒

⑺ 

ト
レ
ー
ラ
事
故
の
防
止

　

全
ト
協
制
作
の
﹁
ト
レ
ー
ラ

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
﹂
や
﹁
鉄
鋼
輸

送
に
携
わ
る
プ
ロ
運
転
者
・
管

理
者
用
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
﹂
等
を

活
用
し
︑
海
上
コ
ン
テ
ナ
の
固

定
方
法
や
鋼
材
の
固
縛
方
法

を
再
確
認
し
︑
横
転
や
荷
崩

れ
等
の
ト
レ
ー
ラ
事
故
の
防
止

を
図
る
︒

⑻
健
康
起
因
事
故
の
防
止

　

国
土
交
通
省
制
作
の
﹁
事

業
用
自
動
車
の
運
転
者
の
健

康
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂
及
び
全

ト
協
が
制
作
し
た
﹁
ト
ラ
ッ
ク

事
業
者
の
た
め
の
健
康
起
因

事
故
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
改
訂

版
）﹂
等
に
基
づ
き
︑
点
呼
時

等
に
お
い
て
運
転
者
の
疲
労
︑

睡
眠
不
足
の
状
況
等
︑
健
康

状
態
の
確
認
を
徹
底
し
︑
体

調
急
変
に
伴
う
事
故
の
防
止

を
図
る
︒

⑼
過
労
運
転
等
の
防
止

　

事
業
者
等
は
︑
運
転
者
に
︑

過
労
運
転
や
睡
眠
不
足
が
交

通
事
故
を
引
き
起
こ
す
恐
れ

が
あ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
︑
休

憩
又
は
睡
眠
の
た
め
の
時
間
及

び
休
息
の
た
め
の
時
間
が
十
分

確
保
さ
れ
る
よ
う
勤
務
時
間

及
び
乗
務
時
間
を
定
め
る
と

と
も
に
︑
運
行
管
理
者
に
対
し

て
は
運
行
経
路
︑
運
行
時
間
︑

休
憩
地
点
等
を
含
む
適
切
な

運
行
指
示
書
の
作
成
や
運
行

計
画
︑
並
び
に
乗
務
割
の
作

成
を
行
い
︑
点
呼
時
等
に
お
い

て
運
転
者
の
疲
労
︑
睡
眠
不

足
の
状
況
等
︑
健
康
状
態
の

確
認
を
徹
底
す
る
よ
う
指
示

し
︑
過
労
運
転
や
睡
眠
不
足

に
よ
る
運
転
の
防
止
に
努
め
る
︒

⑽ 

﹁
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
ヒ
ヤ
リ
ハッ
ト
集
﹂

を
活
用
し
た
安
全
意
識
の

高
揚

　

全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に

掲
載
中
の
﹁
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
ヒ
ヤ
リ

ハ
ッ
ト
集
﹂
等
を
活
用
し
た
Ｋ

Ｙ
Ｔ
を
実
施
し
︑﹁
だ
ろ
う
運

転
﹂
か
ら
﹁
か
も
し
れ
な
い
運

転
﹂
を
心
掛
け
る
よ
う
徹
底

を
図
る
︒

駐
車
場
北
側
入
口
が
利
用

再
開
に

奈
良
・
針
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

奈
良
・
針
Ｔ
Ｓ
で
は
︑
３
月

３
日
㈭
か
ら
閉
鎖
し
て
い
た
駐

車
場
北
側
入
口
に
つ
い
て
︑
３
月

29
日
㈫
か
ら
利
用
を
再
開
し
た
︒

食
堂
・
福
祉
施
設
の
運
営

時
間
を
変
更

三
次
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

三
次
Ｔ
Ｓ
で
は
４
月
１
日
㈮

か
ら
︑
食
堂
︑
休
憩
室
︑
入
浴

施
設
の
運
営
時
間
を
変
更
す
る
︒

　

変
更
後
の
運
営
時
間
に
つ
い

て
は
︑
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
照
の
こ
と
︒

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

Ｓ
Ａ
Ｓ
が
疑
わ
れ
る
居
眠
り

運
転
等
に
よ
る
事
故
の
際

に
は
疾
病
名
の
報
告
を

「
自
動
車
事
故
報
告
書
等
の

取
扱
要
領
」
一
部
改
正

　

国
土
交
通
省
は
３
月
23
日
︑

﹁
自
動
車
事
故
報
告
書
等
の

取
扱
要
領
﹂
を
一
部
改
正
し

た
︒

　

運
転
者
の
疾
病
に
よ
り
︑

事
業
用
自
動
車
の
運
転
を
継

続
で
き
な
く
な
っ
た
事
故
に

つ
い
て
︑
国
交
省
で
は
こ
れ

ま
で
も
同
要
領
（
平
成
元
年

３
月
29
日
付
け
︑
地
車
第
44

号
︑
地
備
第
57
号
）
に
よ
り

報
告
す
る
よ
う
指
導
を
行
っ

て
き
た
︒
し
か
し
︑
睡
眠
時

無
呼
吸
症
候
群
（
Ｓ
Ａ
Ｓ
）

が
原
因
と
疑
わ
れ
る
事
故
に

つ
い
て
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い

と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
︒

　

そ
の
た
め
︑
今
回
の
改
正

で
は
︑
Ｓ
Ａ
Ｓ
が
疑
わ
れ
る

居
眠
り
運
転
︑
漫
然
運
転
を

伴
う
事
故
が
発
生
し
た
場
合

に
は
︑
自
動
車
事
故
報
告
規

則
（
昭
和
26
年
運
輸
省
令
第

１
０
４
号
）
第
２
条
第
９
号

に
該
当
す
る
事
故
と
し
て
︑

﹁
推
定
原
因
﹂
に
事
故
の
原

因
と
し
て
疑
わ
れ
る
疾
病
名

を
明
記
し
た
上
で
報
告
を
行

う
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ
︒

　

国
交
省
で
は
運
送
事
業
者

に
対
し
︑
４
月
１
日
以
降
は

改
正
後
の
同
要
領
に
基
づ

き
︑
報
告
を
行
う
よ
う
呼
び

か
け
て
い
る
︒

 

新
た
な
全
国
版
図
柄
入
り

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
付

開
始各

都
道
府
県
の
県
花
を

デ
ザ
イ
ン

　

国
土
交
通
省
は
３
月
18

日
︑
新
た
な
全
国
版
図
柄
入

り
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
４

月
18
日
㈪
か
ら
交
付
す
る
と

発
表
し
た
︒

　

新
た
な
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
は
︑﹁
日
本
を
元
気
に
﹂

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
下
︑

全
国
47
都
道
府
県
の
県
花
を

デ
ザ
イ
ン
︒
事
業
用
登
録
車

の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に
は
︑

緑
色
の
枠
が
付
け
ら
れ
る

（
写
真
）︒

　

交
付
期
間
は
︑
４
月
18
日

~
令
和
９
年
４
月
30
日
︒
交

付
料
金
は
地
域
に
よ
っ
て
異

な
る
︒
な
お
︑
申
込
時
に
徴

収
す
る
寄
付
金
（
１
０
０
０

円
以
上
）
は
︑
自
動
車
事
故

の
防
止
等
に
資
す
る
取
り
組

み
に
活
用
さ
れ
る
（
寄
付
金

な
し
の
場
合
は
モ
ノ
ト
ー
ン

版
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
と

な
る
）︒

　

申
し
込
み
は
︑国
交
省﹁
全

国
版
図
柄
入
り
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
特
設

ペ
ー
ジ
﹂（
二

次
元
コ
ー
ド
）

ま
で
︒

 

新
た
に
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
６
０
６
社
が
﹁
一
つ

星
﹂
を
獲
得

働
き
や
す
い
職
場
認
証
制
度

　
（
一
財
）
日
本
海
事
協
会

は
３
月
30
日
︑﹁
運
転
者
職

場
環
境
良
好
度
認
証
制
度

（
働
き
や
す
い
職
場
認
証
制

度
）﹂
の
２
０
２
１
年
度
﹁
一

つ
星
﹂
の
審
査
登
録
が
完
了

し
︑
新
た
に
自
動
車
運
送
事

業
者
７
３
９
社
（
う
ち
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
６
０
６
社
）

を
認
証
し
た
と
発
表
し
た
︒

　

同
制
度
は
︑
職
場
環
境
改

善
に
向
け
た
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
等
の
取
り
組
み
を

﹁
見
え
る
化
﹂す
る
こ
と
で
︑

求
職
者
の
運
転
者
へ
の
就
職

を
促
進
し
︑
各
事
業
者
の
人

材
確
保
の
取
り
組
み
を
後
押

し
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
︒
同
制
度
の
開
始
か
ら

２
年
が
経
過
し
︑
認
証
取
得

事
業
者
は
累
計
で
３
２
８
４

社
︑
認
証
営
業
所
は
９
７
２

２
か
所
と
な
っ
た
︒

　

な
お
︑
認
証
事
業
者
︑
営

業
所
は
︑
同
制
度
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
表
し
て
い
る
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
︑
中
央
交
通
安
全
対
策
会

議
交
通
対
策
本
部
決
定
の
令

和
４
年
春
の
全
国
交
通
安
全

運
動
推
進
要
綱
︑
な
ら
び
に

国
土
交
通
省
策
定
の
同
実
施

計
画
に
基
づ
き
︑
全
ト
協
実

施
計
画
を
定
め
（
別
掲
）︑

各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

と
と
も
に
︑
４
月
６
日
㈬
~

15
日
㈮
に
か
け
て
令
和
４
年

﹁
春
の
全
国
交
通
安
全
運

動
﹂を
効
果
的
に
実
施
す
る
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
同
運
動
の

実
施
に
あ
た
り
︑﹁
飲
酒
運

転
の
根
絶
﹂︑﹁
追
突
事
故
及

び
交
差
点
に
お
け
る
事
故
の

防
止
﹂
を
最
重
点
推
進
項
目

に
掲
げ
︑
会
員
事
業
者
に
対

し
て
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
に
よ

る
交
通
事
故
防
止
対
策
の
徹

底
を
強
く
呼
び
か
け
て
い
く
︒

　

な
お
︑
今
号
の
﹃
広
報
と

ら
っ
く
﹄に
は
︑令
和
４
年﹁
春

の
全
国
交
通
安
全
運
動
﹂
啓

発
ポ
ス
タ
ー
を
刷
り
込
ん
で

い
る
︒

令
和
４
年
「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
４
月
６
日
㈬
～

令
和
４
年
「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
４
月
６
日
㈬
～
1515
日
㈮
日
㈮

第43回「貨物自動車運送事業安全性評価委員
会」（3月17日、全ト協）

寄贈車両と記念撮影を行う参加者（3月22日、八
女工業高校）

︿
重
点
推
進
項
目
﹀

︿
最
重
点
推
進
項
目
﹀

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
実
施
計
画

全
ト
協

1,000円以上の寄付をしていただきますと、フルカラー版の図柄が選択できます。

全国版図柄⼊りナンバー４⽉18⽇（⽉）交付開始！新登場

２
０
２
２
年
度
Ｇ
マ
ー
ク
制
度　
　

　
　
　
　
　  

実
施
概
要
等
を
承
認

第
43
回
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

安
全
性
評
価
委
員
会

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）
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（本体5,000円＋税10％）

会員
価格 5,500円（送料別）
A4判ケース付き・全10分冊

国交省の指導・監督指針の内容（12項目）を網羅
10 分冊全て改訂されました。

①トラックドライバーの心構え

②トラック運送事業と関係法令

③ドライバーの日常業務

④過労運転の防止と緊急時の対応

⑤トラックの構造と特性に合わせた運転

⑥トラクタとトレーラの構造と特性に合わせた運転

⑦貨物の正しい積載方法と労働災害の防止

⑧危険物を輸送する場合に留意すべき事項

⑨危険の予測及び回避

⑩安全運転のための心身の健康管理　　　　　　

■関係法令改正に伴う追加 7ヶ所
■統計データの更新等 64ヶ所

全71ヶ所を更新
改訂版
2022年新型コロナウイルス感染症対策も網羅

令和４年４月 11日販売開始

法改正に即した万全の知識を！

指導・監督指針
（告示）を体系的
にまとめて解説

指導・監督指針
（告示）を体系的
にまとめて解説

さし絵多用の
わかりやすく
読みやすい編集

さし絵多用の
わかりやすく
読みやすい編集

安全教育の
確立を目指す
安全教育の
確立を目指す

トラック運送業界に求められる
知識の集大成

制作 販売

事業用トラックドライバー研修テキスト事業用トラックドライバー研修テキスト
全日本トラック協会の教育テキスト！新規採用者必携！全日本トラック協会の教育テキスト！新規採用者必携！ 予約受付中予約受付中

　

乗
用
車
用
の

﹁
タ
イ
ヤ
空
気

圧
セ
ン
サ
ー
﹂

が
国
内
市
場
に

入
っ
て
き
た
の
は
２
０
０
５
年
以
降
だ
っ
た
と

記
憶
し
て
い
ま
す
︒
そ
の
セ
ン
サ
ー
は
箱
形

の
機
器
で
︑
タ
イ
ヤ
の
中
に
取
り
付
け
れ
ば
︑

運
転
席
に
設
置
し
た
モ
ニ
タ
ー
か
ら
︑
空
気

圧
や
空
気
温
度
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
読
み
取

る
こ
と
が
可
能
で
す
︒
ま
ず
タ
イ
ヤ
ケ
ア
を

実
践
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
口
コ
ミ
で
評
判
が

広
ま
り
︑
そ
の
後
︑
爆
発
的
に
売
れ
ま
し
た
︒

　

当
時
の
セ
ン
サ
ー
は
乗
用
車
１
台
分
（
セ

ン
サ
ー
４
個
）
で
５
万
円
以
上
し
ま
し
た
︒

筆
者
も
タ
イ
ヤ
テ
ス
ト
の
一
貫
と
し
て
購
入

し
︑
自
ら
取
り
付
け
︑
そ
の
後
３
年
ほ
ど
使

ま
す
︒ま
た
︑

夏
場
に
長
い

距
離
を
連
続

走
行
し
て
も
︑
タ
イ
ヤ
内
の
温
度
は
60
度
を
超

え
な
い
︑
と
い
っ
た
発
見
も
あ
り
ま
し
た
︒

　

そ
の
後
︑
ト
ラ
ッ
ク
用
の
セ
ン
サ
ー
も
販
売

さ
れ
る
動
き
が
始
ま
り
ま
す
︒
ト
ラ
ッ
ク
の
場

合
は
︑
１
台
当
た
り
６
個
~
12
個
の
セ
ン
サ
ー

が
必
要
で
す
︒
ま
た
︑
セ
ン
サ
ー
か
ら
発
さ
れ

る
電
波
を
受
け
る
た
め
︑
車
体
に
機
器
や
コ
ー

ド
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
︒

　

さ
ら
に
︑
タ
イ
ヤ
の
中
に
取
り
付
け
る
箱
形

タ
イ
プ
の
セ
ン
サ
ー
は
︑
衝
撃
に
弱
い
だ
け
で
な

く
︑
電
池
切
れ
も
発
生
し
ま
す
︒
電
池
が
切
れ

た
ら
︑
タ
イ
ヤ
交
換
と
同
じ
作
業
を
し
て
︑
新

品
に
交
換
し
ま
す
︒
ち
な
み
に
︑
筆
者
が
導
入

し
た
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
セ
ン
サ
ー
は
３
年
で
電

池
切
れ
を
起
こ
し
た
た
め
︑
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
使
用
を
や
め
ま
し
た
︒

い
続
け
て
︑
走
行
中
に
変
化
す
る
タ
イ
ヤ
の
空

気
圧
や
温
度
を
測
定
し
ま
し
た
︒

　

タ
イ
ヤ
は
ゴ
ム
で
で
き
て
い
ま
す
か
ら
︑
外
気

の
温
度
や
太
陽
光
の
影
響
を
受
け
や
す
く
︑
特

に
夏
場
︑
日
な
た
と
日
か
げ
で
は
︑
タ
イ
ヤ
の

空
気
圧
や
温
度
が
ま
っ
た
く
異
な
り
ま
す
︒
夏

場
︑ク
ル
マ
を
屋
外
の
駐
車
場
に
と
め
た
場
合
︑

そ
の
数
値
に
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
ま
し
た
︒

　

気
温
30
度
の
と
き
︑
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
を
２

３
０
kPa
に
設
定
し
た
と
す
る
と
︑
朝
か
ら
直
射

日
光
を
浴
び
た
タ
イ
ヤ
は
﹁
50
度
／
２
５
０
kPa
﹂

（
温
度
／
空
気
圧
）
で
あ
る
の
に
対
し
︑
ず
っ

と
日
陰
に
あ
っ
た
タ
イ
ヤ
は
﹁
25
度
／
２
２
５

kPa
﹂
と
い
う
よ
う
に
︑
数
値
に
大
き
な
差
が
出

ま
す
︒
た
だ
︑
駐
車
場
を
出
て
道
路
を
走
行
す

れ
ば
︑
タ
イ
ヤ
は
４
輪
と
も
同
じ
数
値
に
な
り

　

ト
ラ
ッ
ク
業
界
で
も
近
年
︑
セ
ン
サ
ー
を
活

用
し
た
タ
イ
ヤ
管
理
の
動
き
が
一
気
に
広
が
っ
て

き
ま
し
た
が
︑
さ
ら
に
普
及
さ
せ
る
た
め
の
カ

ギ
は
︑
交
換
・
測
定
な
ど
︑﹁
セ
ン
サ
ー
を
取

り
付
け
る
作
業
者
の
手
間
﹂
の
簡
素
化
で
す
︒

　

最
も
理
想
的
な
セ
ン
サ
ー
は
︑
タ
イ
ヤ
の
中

に
セ
ン
サ
ー
ボ
ー
ル
を
入
れ
︑
タ

イ
ヤ
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
近
づ

け
れ
ば
︑
数
値
が
読
み
取
れ
る

タ
イ
プ
で
す
︒
運
転
席
に
モ
ニ
タ

ー
を
設
置
し
て
管
理
す
る
と
費

用
が
か
か
り
ま
す
の
で
︑
ス
マ
ホ

画
面
で
数
値
を
確
認
す
る
簡
易

版
機
器
で
充
分
で
す
︒
毎
日
の

運
行
前
と
運
行
後
に
︑
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
が
す
べ
て
の
タ
イ

ヤ
の
空
気
圧
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
測
定
し
ま
す
︒
そ
の
デ
ー
タ
を

記
録
し
て
い
け
ば
︑
タ
イ
ヤ
の
ナ

ッ
ト
緩
み
も
毎
日
点
検
で
き
ま

す
か
ら
︑
そ
う
い
っ
た
形
に
よ
る

普
及
が
一
番
望
ま
し
い
で
す
︒

 

第
131
回 

手
軽
に
で
き
る「
リ
モ
ー
ト
・
タ
イ
ヤ
ケ
ア
」

　

国
土
交
通
省
は
３
月
23

日
︑
営
業
所
の
優
良
性
に
関

わ
ら
ず
︑
遠
隔
拠
点
間
（
営

業
所
︱
車
庫
間
︑
同
一
事
業

者
内
の
営
業
所
間
︑
グ
ル
ー

プ
企
業
の
営
業
所
間
）
の
点

呼
を
実
施
可
能
と
す
る
﹁
遠

隔
点
呼
制
度
﹂
を
４
月
１
日

か
ら
開
始
す
る
と
発
表
し
た
︒

　

自
動
車
運
送
事
業
者
は
︑

運
行
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
︑
事
業
用
自
動
車
の
乗
務

前
︑
乗
務
後
の
運
転
者
に
対

し
て
︑
原
則
対
面
点
呼
を
行

う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
︒
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
に
関
し
て

は
︑
従
来
よ
り
カ
メ
ラ
や
モ

ニ
タ
ー
を
用
い
て
点
呼
を
行

う
﹁
Ｉ
Ｔ
点
呼
﹂
が
実
施
可

能
と
な
っ
て
い
る
が
︑
実
施

で
き
る
の
は
安
全
性
優
良
事

業
所
（
Ｇ
マ
ー
ク
事
業
所
）

な
ど
に
限
ら
れ
て
い
た
︒

　

同
制
度
の
開
始
に
よ
り
︑

﹁
使
用
す
る
機
器
・
シ
ス
テ

ム
の
要
件
﹂︑﹁
実
施
す
る
施

設
・
環
境
の
要
件
﹂
お
よ
び

﹁
運
用
上
の
遵
守
事
項
﹂
を

設
定
す
る
こ
と
で
︑
こ
れ
ら

の
要
件
を
満
た
す
営
業
所
に

お
い
て
は
︑
営
業
所
の
優
良

性
に
関
わ
ら
ず
︑
遠
隔
拠
点

間
の
点
呼
が
実
施
可
能
と
な

る
︒
同
制
度
に
よ
り
︑
情
報

通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
の
活

用
に
よ
る
運
行
管
理
の
効
率

化
が
進
み
︑
運
転
者
や
運
行

管
理
者
の
労
働
時
間
削
減
等

が
促
進
さ
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
︒

　

遠
隔
点
呼
を
実
施
し
よ
う

と
す
る
事
業
者
は
︑
事
前
に

運
輸
支
局
長
等
へ
の
申
請
が

必
要
で
あ
り
︑
申
請
受
付
は

４
月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
る
︒

　

遠
隔
点
呼
実
施
に
当
た
っ

て
満
た
す
べ
き
要
件
や
︑
運

輸
支
局
長
等
へ
の
申
請
の
方

法
に
つ
い
て
は
︑
本
紙
に
同

封
し
て
い
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
参
照
の
こ
と
︒

 

﹁
重
要
物
流
道
路
﹂
を
追

加
指
定

全
ト
協
か
ら
の
強
い
要
望
を

受
け
て
実
現

　

国
土
交
通
省
は
３
月
25

日
︑
現
在
計
画
中
・
事
業
中

の
道
路
に
関
し
て
︑
重
要
物

流
道
路
に
追
加
指
定
す
る
と

発
表
し
た
︒

　

平
成
30
年
の
道
路
法
改
正

に
よ
り
︑
全
国
的
な
貨
物
輸

送
網
の
形
成
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
︑
貨
物
積
載
車

両
の
能
率
的
な
運
行
の
確
保

を
図
る
必
要
が
あ
る
道
路
を

国
土
交
通
大
臣
が
﹁
重
要
物

流
道
路
﹂
と
し
て
指
定
す
る

制
度
が
創
設
さ
れ
︑
こ
れ
ま

で
に
﹁
供
用
区
間
﹂
を
指
定

し
て
き
た
︒
一
方
で
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
の
労
働
時
間
短
縮
な

ど
︑
働
き
方
改
革
の
実
現
に

繋
が
る
運
送
事
業
者
の
高
速

道
路
利
用
を
実
現
さ
せ
る
た

め
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

で
は
重
要
物
流
道
路
を
は
じ

め
と
す
る
高
速
道
路
等
の
整

備
推
進
へ
の
働
き
か
け
を
強

化
︒
令
和
３
年
８
月
25
日
に

は
︑
坂
本
克
己
会
長
︑
寺
岡

洋
一
副
会
長
（
道
路
委
員
会

委
員
長
）︑眞
鍋
博
俊
副
会
長

（
道
路
委
員
会
副
委
員
長
）︑

田
中
亨
副
会
長
（
道
路
委
員

会
物
流
基
盤
整
備
分
科
会
リ

ー
ダ
ー
）
が
村
山
一
弥
国
交

省
道
路
局
長
に
対
し
︑
重
要

﹁
自
動
車
運
送
事
業
者
が
事

業
用
自
動
車
の
運
転
者
に
対

し
て
行
う
一
般
的
な
指
導
及

び
監
督
の
実
施
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂

を
一
部
改
訂
し
た
︒

　

自
動
車
運
送
事
業
者
に

は
︑
事
業
用
自
動
車
の
運
転

者
に
対
し
て
︑
輸
送
の
安
全

等
に
必
要
な
事
項
に
関
し
て

適
切
な
指
導
監
督
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
お
り
︑
指
導
監

督
の
指
針
と
し
て
︑﹁
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
者
が
事
業

用
自
動
車
の
運
転
者
に
対
し

て
行
う
指
導
及
び
監
督
の
指

針
﹂（
平
成
13
年
国
土
交
通

省
告
示
第
１
３
６
６
号
）
等

が
定
め
ら
れ
て
い
る
︒ま
た
︑

物
流
道
路
の
追
加
指
定
と
指

定
区
間
の
整
備
促
進
に
関
す

る
要
望
書
を
手
渡
し
た
（
写

真
）︒

　

国
交
省
で
は
全
ト
協
か
ら

の
要
望
を
受
け
︑
重
要
物
流

道
路
の
機
能
強
化
を
計
画
的

に
進
め
る
た
め
︑
各
地
域
で

策
定
さ
れ
た
新
広
域
道
路
交

通
計
画
を
踏
ま
え
︑
新
た
に

﹁
候
補
路
線
﹂︑﹁
計
画
区
間
﹂︑

﹁
事
業
区
間
﹂を
指
定
し
た
︒

4
月
1
日
現
在
の
指
定
状
況

は
︑図
の
通
り
と
な
っ
て
い
る
︒

　

国
交
省
で
は
引
き
続
き
︑

物
流
の
更
な
る
円
滑
化
等
を

図
る
た
め
︑
重
要
物
流
道
路

の
機
能
強
化
を
推
進
し
て
い

く
と
し
て
い
る
︒

 

飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け
て

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
関
す

る
記
載
等
を
拡
充

「
一
般
的
な
指
導
及
び
監
督
の

実
施
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
一
部
改
訂

　

国
土
交
通
省
は
こ
の
ほ
ど
︑

中
間
と
り
ま
と
め
案
に
つ

い
て
検
討
を
実
施

自
動
車
運
転
者

労
働
時
間
等
専
門
委
員
会

　

厚
生
労
働
省
は
３
月
28

日
︑
第
８
回
﹁
労
働
政
策
審

議
会
労
働
条
件
分
科
会
自
動

車
運
転
者
労
働
時
間
等
専
門

委
員
会
﹂（
委
員
長
・
藤
村

博
之
法
政
大
学
大
学
院
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

研
究
科
教
授
）を
開
催
し
た
︒ 　

ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
に

関
し
て
は
︑
基
準
の
在
り
方

に
関
す
る
中
間
と
り
ま
と
め

案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
︑
了

承
さ
れ
た
︒
ト
ラ
ッ
ク
に
つ
い

て
は
夏
頃
ま
で
に
議
論
が
行

わ
れ
︑
最
終
的
な
報
告
書
が

取
り
ま
と
め
ら
れ
る
︒

　

な
お
︑
同
委
員
会
に
は
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
使
用

者
代
表
と
し
て
︑
馬
渡
雅
敏

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
副
会

長
（
松
浦
通
運
㈱
代
表
取
締

役
）
と
︑
加
藤
憲
治
日
本
通

運
㈱
取
締
役
執
行
役
員
が
出

席
し
て
い
る
︒

「
遠
隔
点
呼
制
度
」
４
月
１
日

　
　
　
　
　
　
　
　

 

よ
り
開
始

「
運
行
管
理
の
高
度
化
」加
速
へ

指
導
監
督
指
針
を
具
体
的
に

実
施
す
る
際
の
手
引
書
と
し

て
︑
同
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
公
表

し
て
い
る
︒

　

今
回
の
改
訂
で
は
︑
飲
酒

傾
向
の
強
い
運
転
者
に
対
す

る
適
切
な
指
導
監
督
の
実
施

に
参
考
と
な
る
情
報
と
し

て
︑同
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
お
い
て
︑

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
関
す

る
基
礎
知
識
の
記
載
を
拡
充

す
る
と
と
も
に
︑
対
応
方
法

の
例
︑
治
療
法
等
の
医
学
的

知
見
や
運
送
事
業
者
の
取
り

組
み
事
例
を
新
た
に
記
載
し

て
い
る
︒

　

な
お
︑
同
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
︑

国
交
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）
に
掲
載
し
て
い

る
︒

　

併
せ
て
国

交
省
で
は
︑

飲
酒
運
転
防

止
の
た
め
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

﹁
適
切
な
点
呼
で
飲
酒
運
転

ゼ
ロ
!!
﹂（
写
真
）
を
制
作
︒

飲
酒
運
転
な
ど
悪
質
な
違
反

を
根
絶
さ
せ
る
た
め
に
︑
事

業
者
に
対
し
て
点
呼
の
正
し

い
理
解
と
適
切
な
実
施
を
呼

び
か
け
て
い
る
︒

﹁
事
業
承
継
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
﹂
を
改
訂

「
従
業
員
承
継
」「
Ｍ
＆
Ａ
」

に
関
す
る
説
明
を
充
実

　

中
小
企
業
庁
は
３
月
17
日
︑

﹁
事
業
承
継
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
﹂
を
改
訂
し
た
︒

　

前
回
改
訂
時
（
平
成
28
年

度
）
か
ら
５
年
が
経
過
す
る

中
で
︑
後
継
者
不
在
率
が
改

善
傾
向
に
あ
る
な
ど
事
業
承

継
は
徐
々
に
進
み
つ
つ
あ
る
︒

一
方
で
︑
経
営
者
の
高
齢
化

に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
な

ど
︑
事
業
承
継
の
取
り
組
み

は
道
半
ば
と
い
え
る
︒

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
︑
今
改
訂
で
は
︑
前
回
改

訂
時
以
降
に
事
業
承
継
に
関

連
し
て
生
じ
た
変
化
や
︑
新

た
に
認
識
さ
れ
た
課
題
と
対

応
策
等
を
反
映
し
た
︒

　

改
訂
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

は
︑
次
の
通
り
︒

①
掲
載
デ
ー
タ
や
施
策
等
を

更
新

②
増
加
し
つ
つ
あ
る
﹁
従
業

員
承
継
﹂
や
﹁
第
三
者
承
継

（
Ｍ
＆
Ａ
）﹂
に
関
す
る
説

明
を
充
実

③
後
継
者
目
線
に
立
っ
た
説

明
を
充
実

　

同
改
訂
版
は
︑
中
企
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
︒

﹁
中
小
企
業
者
等
取
引

公
正
化
推
進
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
﹂
を
策
定

独
禁
法
・
下
請
法
の

執
行
を
強
化

　

公
正
取
引
委
員
会
は
３
月

30
日
︑﹁
令
和
４
年
中
小
企

業
者
等
取
引
公
正
化
推
進
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
﹂
を
策
定

し
︑
取
引
の
公
正
化
の
さ
ら

な
る
推
進
を
図
っ
て
い
く
こ

と
を
発
表
し
た
︒

　

３
年
12
月
︑
公
取
委
を
含

む
関
係
省
庁
に
お
い
て
﹁
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
価

値
創
造
の
た
め
の
転
嫁
円
滑

化
施
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
﹂
が
取

り
ま
と
め
ら
れ
た
︒
公
取
委

で
は
こ
れ
を
受
け
︑
同
プ
ラ

ン
を
策
定
し
た
︒

　

主
な
内
容
は
次
の
通
り
︒

①
独
占
禁
止
法
（
独
禁
法
）

の
執
行
強
化

　

独
禁
法
上
の
優
越
的
地
位

の
濫
用
に
関
す
る
緊
急
調
査

を
４
年
度
に
実
施
す
る
に
あ

た
り
︑
道
路
貨
物
運
送
業
な

ど
調
査
対
象
業
種
22
業
種
を

選
定
︒
調
査
実
施
後
に
は
結

果
を
公
表
す
る
ほ
か
︑
取
引

価
格
へ
の
転
嫁
拒
否
が
疑
わ

れ
る
事
案
に
対
す
る
立
入
調

査
を
行
う
︒
ま
た
︑
関
係
す

る
事
業
者
に
対
し
︑
具
体
的

な
懸
念
事
項
を
明
示
し
た
文

書
を
送
付
す
る
︒

　

ま
た
︑
３
年
か
ら
４
年
に

か
け
て
荷
主
企
業
・
物
流
事

業
者
を
対
象
に
実
施
し
た
書

面
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
︑

６
月
ま
で
に
公
表
す
る
ほ
か
︑

転
嫁
拒
否
が
疑
わ
れ
る
事
案

に
つ
い
て
︑
立
入
調
査
を
実

施
︒
さ
ら
に
︑
関
係
す
る
荷

主
に
対
し
︑
具
体
的
な
懸
念

事
項
を
明
示
し
た
文
書
の
送

付
を
実
施
す
る
︒

②
下
請
代
金
支
払
遅
延
等
防

止
法
（
下
請
法
）
の
執
行
強

化
　
﹁
買
い
た
た
き
﹂
を
含
む

下
請
法
上
の
解
釈
に
関
す
る

相
談
対
応
の
強
化
を
図
る
た

め
︑﹁
不
当
な
し
わ
寄
せ
に

関
す
る
下
請
相
談
窓
口
﹂（
電

話
０
１
２
０
・
０
６
０
・
１
１

０
︑
受
付
時
間
=
10
時
~
17

時
︹
土
日
祝
日
・
年
末
年
始

を
除
く
︺）
の
周
知
徹
底
を

図
る
と
と
も
に
︑
中
小
事
業

者
等
か
ら
の
要
望
に
応
じ
︑

オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
会
を
実

施
︒
ま
た
︑
公
取
委
が
こ
れ

ま
で
に
収
集
し
た
情
報
に
加

え
︑
労
働
基
準
監
督
署
が
把

握
し
た
事
案
と
し
て
厚
生
労

働
省
か
ら
通
報
さ
れ
る
情
報

を
踏
ま
え
︑﹁
買
い
た
た
き
﹂

に
対
す
る
取
締
り
の
強
化
を

進
め
る
︒

③
価
格
転
嫁
円
滑
化
ス
キ
ー

ム
　

公
取
委
で
は
︑
下
請
事
業

者
が
匿
名
で﹁
買
い
た
た
き
﹂

な
ど
の
違
反
行
為
を
行
っ
て

い
る
親
事
業
者
に
関
す
る
情

報
を
提
供
で
き
る
﹁
違
反
行

為
情
報
提
供
フ
ォ
ー
ム
﹂（
二

次
元
コ
ー
ド
）

へ
の
情
報
提

供
を
呼
び
か

け
て
い
る
︒

指定状況（令和４年 4月 1日現在）

あとは帰るだけだから
大丈夫だろう

食後に
少し休憩すれば
大丈夫だろう寝れば酒が

抜けるだろう…

点呼は、自動車運送事業の安全性確保の根幹に関わります。
飲酒運転など悪質な違反の根絶には、正しい理解と適切な実施が重要です！

例えば、２泊３日の運行での点呼のタイミングは…

飲酒運転事例

参考ホームページ

乗務前点呼

１つの運行でも複数の乗務前点呼・乗務後点呼が発生することに注意！

プロとしての自覚ある行動を！

『やむを得ない場合』に該当する例 『やむを得ない場合』に該当しない例

荷下ろし後、
帰社前に飲むケース

食事休憩で
飲むケース

仮眠前の寝酒で
飲むケース

乗務後点呼

1日目 2日目

休
息

休
息

3日目

中間点呼（トラックのみ）

※夜間において100kmを超える運行を行う貸切バスに乗務する運転者に対しては、『乗務途中点呼』が必要です。

■省令の解釈等が記載されているページ    
　https://www.mlit.go.jp/jidosha/anzen/03safety/construction.html

■点呼の概要が記載されているページ
　https://www.mlit.go.jp/jidosha/anzen/03safety/personnelmanagement.html

乗務しようとする運転者に対面で実
施します。やむを得ない場合は電話
等で実施できます。

遠隔地で乗務が開始・終了するため点呼が営業所で
対面で実施できない場合

車庫と営業所が離れている場合/早朝・深夜等で点呼
執行者が出勤していない場合

乗務を終了した運転者に対面で実施
します。やむを得ない場合は電話等で
実施できます。

乗務前点呼、乗務後点呼がいずれも
対面で行えない場合に電話等で実施
します。

乗
務
前

乗
務
後

乗
務
前

中
間

乗
務
後

乗
務
前

乗
務
後

点呼は、自動車運送事業の安全性確保の根幹に関わります。

適切な点呼で
飲酒運転ゼロ‼

公 取 委

第8回「労働政策審議会労働条件分科会自
動車運転者労働時間等専門委員会」（3月28
日、厚生労働省）

国
土
交
通
省
の
村
山
道
路
局
長
へ﹁
重

要
物
流
道
路
﹂
追
加
指
定
を
要
望
し

た
。
写
真
左
か
ら
、
眞
鍋
副
会
長
、
寺

岡
副
会
長
、
村
山
局
長
、
坂
本
会
長
、

田
中
副
会
長
（
令
和
３
年
８
月
25
日
）
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物
流
の
最
前
線
に
立
つ
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
不
足
が
顕
在
化
・
深
刻
化
し
て
い

ま
す
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
、「
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
を
含
む
自
動
車
運
送
事
業
が

中
高
年
層
の
男
性
労
働
力
に
強
く
依
存
し

て
お
り
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
」、

「
少
子
高
齢
化
・
生
産
年
齢
人
口
の
減
少

に
伴
い
、
若
年
層
の
確
保
が
難
し
く
な
っ

て
い
る
こ
と
」、
そ
し
て
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
の
年
間
所
得
額
が
全
産
業
平
均
に

比
べ
て
約
１
〜
２
割
低
い
と
い
う
一
方

で
、
年
間
労
働
時
間
に
つ
い
て
は
全
産
業

平
均
と
比
べ
て
約
２
割
長
い
な
ど
、「
他

産
業
に
比
べ
て
厳
し
い
労
働
条
件
で
あ
る

こ
と
」な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
わ
が
国
の
物
流
を
維

持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
良
質
な
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
を
安
定
的
に
確
保
し
、
育

成
し
、
定
着
さ
せ
て
戦
力
化
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
か
ら
始
ま
る
本
企
画
は
、
様
々
な

中
小
運
送
事
業
者
に
お
け
る
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
の
「
確
保
・
育
成
・
定
着
率
向

上
」に
関
す
る
取
り
組
み
を
リ
ポ
ー
ト
し
、

中
小
運
送
事
業
者
の
人
材
確
保
・
育
成
・

定
着
に
資
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
か
ら
は
２
回
に
わ
た
り
、
中
小
運

送
事
業
者
が
「
確
保
・
育
成
・
定
着
率
向

上
」
を
目
指
す
た
め
に
何
を
行
う
べ
き
な

の
か
に
つ
い
て
、
㈱
コ
ヤ
マ
経
営
代
表
取

締
役
の
小
山
雅
敬
氏
に
提
言
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

㈱
コ
ヤ
マ
経
営　

代
表
取
締
役　

小
山　

雅
敬
氏

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
は
﹁
２

０
２
４
年
問
題
﹂
を
目
前
に

控
え
︑
人
材
確
保
対
策
が
ま

す
ま
す
重
要
な
課
題
に
な
っ

て
き
た
︒
現
在
ド
ラ
イ
バ
ー

が
充
足
し
て
い
る
運
送
会
社

で
も
︑
２
０
２
４
年
以
降
１

人
あ
た
り
の
労
働
時
間
が
削

減
さ
れ
る
と
︑
現
有
人
員
だ

け
で
仕
事
が
こ
な
せ
な
く
な

　
﹁
２
０
２
４
年
問
題
﹂
を
乗

り
切
る
た
め
に
は
︑﹁
人
材

る
た
め
︑﹁
荷
を
運
ぶ
ド
ラ

イ
バ
ー
が
い
な
い
﹂
と
い
う

切
迫
し
た
事
態
が
現
実
の
問

題
と
し
て
迫
っ
て
い
る
か
ら

だ
︒

　

運
送
業
界
は
約
８
年
前
か

ら
深
刻
な
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足

が
表
面
化
し
た
︒
ド
ラ
イ
バ

ー
不
足
は
以
前
か
ら
想
定
さ

れ
て
い
た
が
︑
運
送
業
界
は

景
気
後
退
期
に

20
年
以
上
荷
不

足
・
人
余
り
の

時
代
が
続
い
た

た
め
︑﹁
ド
ラ
イ

バ
ー
不
足
時
代
﹂

に
向
け
た
備
え

が
遅
れ
た
︒
８

年
前
か
ら
慌
て

て
対
策
を
講
じ

る
会
社
が
増
加

し
た
が
︑
２
０
２

０
年
初
頭
か
ら

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

の
感
染
拡
大
と

確
保
﹂
と
﹁
適
正
な
運
賃
・

料
金
の
収
受
﹂
が
欠
か
せ
な

い
う
予
期
せ
ぬ
事
態
に
陥

り
︑景
気
の
減
速
と
と
も
に
︑

飲
食
業
な
ど
他
業
種
か
ら
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
へ
人
材
の

流
入
が
発
生
し
た
た
め
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
人
材
の
不
足
感
が

一
服
し
た
︒
し
か
し
︑
コ
ロ

ナ
の
状
況
が
徐
々
に
改
善

し
︑
企
業
が
一
斉
に
経
済
活

動
を
再
開
す
る
と
︑
再
び
以

前
と
同
じ
人
材
不
足
の
状
態

に
戻
り
つ
つ
あ
る
（
図
１
）︒

　

今
後
ド
ラ
イ
バ
ー
人
材
確

保
の
観
点
で
︑
大
き
な
転
換

点
は
２
年
後
に
控
え
る
﹁
２

０
２
４
年
問
題
﹂
で
あ
る
︒

運
送
会
社
は
今
の
う
ち
に
抜

本
的
な
対
策
を
講
じ
な
い

と
︑
人
材
不
足
が
こ
れ
ま
で

以
上
に
深
刻
化
す
る
恐
れ
が

あ
る
︒
ド
ラ
イ
バ
ー
人
材
の

確
保
は
運
送
業
界
の
み
な
ら

ず
︑
日
本
の
物
流
体
制
の
維

持
・
発
展
を
左
右
す
る
︑
極

め
て
重
要
な
課
題
と
い
え
る
︒

い
︒
労
働
時
間
削
減
の
実
現

は
も
ち
ろ
ん
大
切
な
課
題
だ

　

人
材
確
保
対
策
の
第
一

は
︑
自
社
を
﹁
人
が
集
ま
る

運
送
会
社
﹂
に
す
る
こ
と
で

あ
る
（
図
２
）︒　

ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
求
人

広
告
で
Ｐ
Ｒ

し
て
も
︑
肝

心
の
会
社
自

体
に
魅
力
が

乏
し
け
れ

ば
︑
応
募
は

来
な
い
︒
た

ま
に
入
社
す

る
者
が
い
て

も
︑
す
ぐ
に

辞
め
る
こ
と

が
多
い
︒

　

ど
の
よ
う

に
す
れ
ば
︑

﹁
人
が
集
ま

る
会
社
﹂
に

な
る
の
か
︒
そ
れ
は
︑現
実
に

﹁
人
が
集
ま
っ
て
い
る
運
送

会
社
﹂
の
特
徴
を
見
れ
ば
わ

か
る
︒

　

基
本
的
な
こ
と
だ
が
︑
①

﹁
普
通
の
会
社
が
当
た
り
前

に
整
備
し
て
い
る
こ
と
を
き

ち
ん
と
整
備
す
る
こ
と
﹂
が

重
要
で
あ
る
︒
例
え
ば
︑
会

社
の
経
営
理
念
︑
就
業
規
則

な
ど
の
社
内
規
程
︑
労
働
条

件
通
知
書
や
36
協
定
な
ど
有

っ
て
当
然
の
も
の
が
し
っ
か
り

と
揃
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
︒

入
社
し
て
き
た
社
員
に
堂
々

と
説
明
で
き
る
状
態
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
︒
そ
の
う
え

で
︑
②
﹁
賃
金
体
系
が
わ
か

り
や
す
く
明
確
で
あ
る
こ

と
﹂︑
③
﹁
個
人
の
努
力
が

報
わ
れ
る
評
価
制
度
が
あ
る

こ
と
﹂︑
④
﹁
社
員
が
安
心

し
て
働
け
る
福
利
厚
生
制
度

が
あ
る
こ
と
﹂︑
⑤
﹁
社
員

を
育
て
る
教
育
制
度
が
あ
る

こ
と
﹂
︱
︱
な
ど
︑
会
社
の

基
本
的
な
整
備
か
ら
始
め
る

こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
︒

　

社
内
整
備
を
す
る
中
で
︑

例
え
ば﹁
事
故
賠
償
金
制
度
﹂

な
ど
求
職
者
が
最
も
嫌
う
旧

態
依
然
の
制
度
は
撤
廃
し
︑

安
心
し
て
働
け
る
職
場
づ
く

り
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ

る
︒
た
だ
し
︑
こ
れ
ら
基
本

的
な
整
備
は
︑
求
職
者
が
応

募
す
る
の
に
値
す
る
（
選
択

肢
の
中
に
入
る
）
会
社
に
な

る
だ
け
で
あ
り
︑
一
般
的
に

は
こ
れ
ら
の
整
備
だ
け
で
応

募
が
急
に
増
え
る
わ
け
で
は

な
い
︒

寄
稿

が
︑
運
送
会
社
が
労
働
時
間

を
短
縮
し
な
が
ら
健
全
経
営

を
維
持
す
る
た
め
に
は
︑
人

材
確
保
と
適
正
な
運
賃
・
料

金
の
収
受
が
大
前
提
に
な
る

た
め
だ
︒

　

適
正
な
運
賃
・
料
金
の
交

渉
相
手
は
（
元
請
を
含
む
）

荷
主
で
あ
り
︑
相
手
の
顔
も

性
格
も
わ
か
っ
て
い
る
が
︑

人
材
確
保
対
策
の
対
象
は
不

特
定
多
数
の
﹁
求
職
者
﹂
に

な
る
︒
相
手
の
顔
が
は
っ
き

り
見
え
な
い
中
で
対
策
を
講

じ
る
必
要
が
あ
る
︒

　

そ
の
場
合
に
参
考
に
な
る

の
は
︑
同
業
他
社
が
い
か
に

し
て
社
員
の
採
用
に
成
功

し
︑
育
成
し
︑
定
着
さ
せ
て

い
る
か
を
知
る
こ
と
で
あ
る
︒

「
確
保
・
育
成
・
定
着
率
向
上
」
を
目
指
す
た
め
に

「
確
保
・
育
成
・
定
着
率
向
上
」
を
目
指
す
た
め
に

中
小
運
送
事
業
者
が
行
う
べ
き
こ
と
（
前
編
）

中
小
運
送
事
業
者
が
行
う
べ
き
こ
と
（
前
編
）

2
同
業
他
社
の
採
用
成
功
事
例
か
ら
み
る

具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て

1
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
深
刻
化
に
よ
る

取
り
組
み
の
重
要
性
に
つ
い
て

⑴
運
送
業
界
の
現
状
と
今
後
の
見
通
し

⑴
運
送
業
界
の
現
状
と
今
後
の
見
通
し

ⅠⅠ
．．
人
が
集
ま
る
会
社
に
す
る

人
が
集
ま
る
会
社
に
す
る

⑵
「
２
０
２
４
年
問
題
」
を
乗
り
切
る
た
め
の
必
要
条
件

⑵
「
２
０
２
４
年
問
題
」
を
乗
り
切
る
た
め
の
必
要
条
件

⑴⑴  

「
人
材
の
確
保
」
の
た
め
に
何
を
す
べ
き
か

「
人
材
の
確
保
」
の
た
め
に
何
を
す
べ
き
か

図２　「人が集まる運送会社の条件」
①経営理念や社内規程がきちんと整備されている
②賃金体系が明確で働き甲斐がある
③個人の努力を処遇に反映する評価制度がある
④安心して働ける福利厚生制度がある
⑤社員を育てる教育制度がある
⑥事故賠償金制度がない
⑦賃金、休日、休暇、残業実態が良好
⑧安全な労働環境
⑨荷役作業の負担が少ない
⑩「安全・清潔・健康」への取り組みがある

図１　トラック運転者の欠員率
トラック運転者不足は、景気回復に伴い、深刻化が進んでいます。

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5
（％） 3.5 3.5

2.7 2.6

2.3

1.7

運輸業・
郵便業

宿泊・飲食 生活関連
サービス

卸・小売 医療・福祉 産業計

（出典）厚生労働省「令和 3年 11月　労働経済動向調査」

自
社
を
﹁
人
が
集
ま
る
運
送
会
社
﹂
に
す
る
こ
と
が
、
人
材

確
保
対
策
の
第
一
歩
と
な
る
（
写
真
は
イ
メ
ー
ジ
）

物流を支えるトラックドライバー物流を支えるトラックドライバー
「確保・育成・定着」への道「確保・育成・定着」への道

第１回

新連載企画
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安全運行のオアシス トラックステーション
全国25か所のトラックステーション（TS）は全国25か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない長距離運行に欠かせない

休憩施設です。休憩施設です。

全国25か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

全国25か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

名称 所在地 電話番号 駐車
台数

❶ 札　幌 北海道札幌市厚別区厚別東 5 条 1-1-2　 011-897-9101 39

❷ 苫小牧 北海道苫小牧市ウトナイ北 11-11-33 0144-55-7491 80

❸ 青　森 青森県青森市大字荒川字品川 110-1 017-729-2000
（公社）青森県トラック協会

41

❹ 仙　台 宮城県仙台市宮城野区苦竹 4-1-15 022-232-9336 39

❺ 白河の関 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針 15-1 0248-21-7167 45

❻ 茨　城 茨城県小美玉市西郷地字新田 1390 0299-48-3455 30

❼ 矢　板 栃木県矢板市乙畑 440-2　 0287-48-1919 46

❽ 大　宮 埼玉県さいたま市西区三橋 6-699-1 048-623-6815 41

❾ 東　神 神奈川県大和市上草柳 588 046-261-1100 97

� 新　潟 新潟県新潟市西区山田 196-1　 025-233-6961 52

� 金　沢 石川県金沢市千木町ル 21-1　 076-257-2755 56

� 浜　松 静岡県浜松市東区流通元町 2-3 053-421-5311 116

� 安　城 愛知県安城市尾崎町大縄 19-1 0566-98-8823 74

� 名古屋 愛知県名古屋市港区藤前 3-601 052-303-2188 97

� 亀　山 三重県亀山市小野町桜口 586-4 0595-82-3935 82

� 彦　根 滋賀県彦根市鳥居本町字むさ満 2337-1 0749-26-0156 45

� 大　阪 大阪府寝屋川市木屋元町 20-1 072-832-2362 80

� 奈良・針 奈良県奈良市針町 487-1　 0743-82-0622 60

� 岡　山 岡山県岡山市中区倉富 285-19 086-277-4055 35

� 尾　道 広島県尾道市高須町字才ケ久保 21193-3 0848-46-1882 37

� 三　次 広島県三次市西酒屋町船所 1468 0824-63-0025 30

� 北九州 福岡県北九州市小倉北区東港 1-3 093-581-5031 70

� 鳥　栖 佐賀県鳥栖市永吉町 617-1 0942-83-7035 48

� 諫　早 長崎県諫早市貝津町 1051-12 0957-26-8228 45

� 大　分 大分県大分市大字上戸次字宇土ノ口 6045-2 097-597-6233 43

※ 駐車台数は大型車とトレーラの台数の合計。なお、諫早TSは5台の中型車を含む。

　

求
職
者
の
応
募
を
増
や
す

た
め
に
は
︑
求
職
者
が
望
む

労
働
条
件
に
近
づ
け
︑
で
き

れ
ば
希
望
以
上
の
労
働
条
件

を
目
指
す
こ
と
が
重
要
で
あ

る
︒

　

労
働
条
件
の
改
善
に
あ
た

り
︑
最
も
重
要
な
キ
ー
ワ
ー

ド
は
①﹁
賃
金
﹂︑②﹁
休
日
﹂︑

③﹁
休
暇
﹂︑④﹁
残
業
実
態
﹂

︱
︱
で
あ
る
（
図
３
）︒
そ
の

他
︑⑤﹁
安
全
な
労
働
環
境
﹂︑

⑥
﹁
荷
役
作
業
の
負
荷
の
軽

減
﹂︑⑦﹁
福
利
厚
生
の
内
容
﹂

︱
︱
な
ど
も
大
事
な
事
項
で

あ
る
が
︑
運
送
事
業
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
の
現
場
で
は
前

述
し
た
①
~
④
の
４
項
目
の

改
善
が
応
募
傾
向
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
る
︒

　

①
の
賃
金
は
︑﹁
自
社
が

所
在
す
る
地
域
に
お
け
る
車

種
・
車
格
別
の
賃
金
相
場
﹂

を
十
分
検
討
し
︑﹁
求
職
者

が
希
望
す
る
賃
金
水
準
に
改

善
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
る

か
﹂
を
賃
金
体
系
の
変
更
も

考
慮
に
入
れ
な
が
ら
︑
抜
本

的
な
対
策
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
（
図
４
）︒
最
も
重

要
な
金
額
は
月
例
賃
金
の
総

支
給
額
で
あ
り
︑
賞
与
や
退

職
金
は
会
社
が
期
待
す
る
ほ

ど
の
影
響
を
与
え
て
い
な
い
︒

弊
社
の
関
与
先
の
中
に
︑
社

員
の
同
意
を
得
て
退
職
金
の

積
立
を
や
め
て
︑
そ
の
金
額

を
月
例
賃
金
に
上
乗
せ
し
た

途
端
に
応
募
が
急
増
し
た
会

社
の
例
が
あ
る
︒

　

②
の
休
日
は
︑﹁
年
間
１
０

５
日
以
上
﹂
が
応
募
増
減
の

ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
と
捉
え
︑

年
間
休
日
数
が
１
０
５
日
よ

り
少
な
い
会
社
は
︑
休
日
を

増
や
す
方
策
を
検
討
す
る
︒

荷
主
と
の
関
係
等
で
所
定
休

日
の
増
加
が
困
難
な
会
社

は
︑
長
期
休
暇
制
度
な
ど
で

代
替
で
き
る
余
地
は
な
い
か

を
検
討
す
る
︒

　

③
の
休
暇
は
︑
若
手
社
員

が
特
に
重
視
し
て
お
り
︑﹁
年

休
の
取
り
や
す
さ
﹂
が
重
要

で
あ
る
︒
年
休
計
画
に
基
づ

き
休
み
た
い
時
期
に
遠
慮
な

く
休
暇
が
と
れ
る
風
土
を
築

く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
︒

　

④
の
残
業
実
態
は
︑
入
社

時
の
説
明
と
現
実
が
異
な
る

場
合
に
早
期
離
職
に
繋
が
り

や
す
い
︒
残
業
実
態
は
口
コ

ミ
で
広
が
り
︑
応
募
が
減
る

一
因
に
な
る
︒
長
時
間
労
働

は
早
期
に
改
善
す
る
必
要
が

あ
る
（
図
４
）︒

　

そ
の
他
︑﹁
手
積
手
卸
し

や
炎
天
下
で
の
作
業
﹂︑﹁
長

時
間
の
待
機
﹂
な
ど
の
見
直

し
を
図
り
︑
快
適
な
労
働
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
が
大
変

重
要
だ
︒
こ
れ
ら
の
課
題
の

改
善
は
現
状
を
打
破
す
る
経

営
者
の
熱
意
が
強
く
表
れ
る

事
項
で
あ
る
︒
ま
た
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
や
作
業
員
が
最
も
望

む
福
利
厚
生
施
策
は
﹁
医
療

・
健
康
に
関
す
る
福
利
厚

生
﹂
で
あ
り
︑
取
り
組
み
に

あ
た
っ
て
は
︑
そ
の
分
野
の

充
実
に
力
を
入
れ
る
と
人
材

採
用
に
効
果
が
あ
る
︒

　

現
在
︑
多
く
の
運
送
会
社

が
求
人
情
報
誌
や
イ
ン
タ
ー

　

近
年
︑
若
手
社
員
が
重
視

す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
﹁
安
全

・
清
潔
・
健
康
﹂
で
あ
り
︑

社
内
の
整
理
整
頓
や
健
康
経

営
へ
の
取
り
組
み
な
ど
も
応

募
増
加
に
結
び
付
く
要
チ
ェ

ッ
ク
事
項
で
あ
る
︒

　

ま
た
︑
若
手
社
員
の
応
募

を
増
や
す
た
め
の
施
策
と
し

て
﹁
採
用
協
力
金
制
度
﹂
と

﹁
入
社
祝
い
金
制
度
﹂
を
組

み
合
わ
せ
て
導
入
し
︑
成
功

し
て
い
る
会
社
の
例
が
あ
る
︒

　
﹁
採
用
協
力
金
制
度
﹂は
︑

ネ
ッ
ト
な
ど
様
々
な
求
人
媒

体
を
利
用
し
て
求
人
活
動
を

自
社
の
社
員
が
友
人
に
声
が

け
を
し
て
入
社
し
た
場
合
︑

協
力
し
た
当
該
社
員
に
謝
礼

を
支
給
す
る
制
度
で
あ
る
︒

口
コ
ミ
で
入
社
す
る
社
員
は

定
着
率
が
良
い
傾
向
が
あ
る
︒

　

一
方
︑﹁
入
社
祝
い
金
制

度
﹂
は
入
社
し
た
社
員
に
支

度
金
と
し
て
一
時
金
を
支
給

す
る
制
度
で
あ
る
︒
求
職
者

は
制
度
の
有
無
を
ネ
ッ
ト
で

検
索
し
て
お
り
︑
応
募
の
誘

引
効
果
が
あ
る
︒

し
て
い
る
︒
今
は
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
求
人
情
報
を
閲
覧

す
る
求
職
者
が
圧
倒
的
に
多

い
た
め
︑
民
間
求
人
情
報
サ

イ
ト
を
利
用
し
て
自
社
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
閲
覧
し
て
も

ら
い
︑
応
募
に
結
び
つ
け
る

方
法
が
比
較
的
成
功
確
率
が

高
い
︒
特
に
﹁
ス
カ
ウ
ト
機

能
﹂
を
持
つ
求
人
サ
イ
ト
は

弊
社
の
関
与
先
で
も
高
い
効

果
を
示
し
て
い
る
︒
た
だ
し
︑

コ
ス
ト
も
そ
れ
な
り
に
高
い
︒

　

そ
こ
で
︑
無
料
で
様
々
な

サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ
る
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
を
十
分
に
活
用

す
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
︒

例
え
ば
︑
最
近
の
﹁
就
職
氷

河
期
世
代
の
求
職
者
﹂
に
向

け
た
運
転
免
許
取
得
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
や
﹁
就
職
氷
河
期

世
代
安
定
雇
用
実
現
コ
ー

ス
﹂
等
の
助
成
金
な
ど
︑
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
が
関
連
す
る
メ

リ
ッ
ト
の
大
き
い
施
策
に
は

積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
︒

（
次
回
に
続
く
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共
職
業
安
定
所
）
で
は
、
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
を
は
じ
め
と
し
た
求
人
者
に
対

し
、
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
職
業
紹
介
、

求
職
者
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
求
人
充
足
に
向
け
た
助
言

・
指
導
や
、
就
職
面
接
会
の
開
催
な
ど
の
求
人
者
向

け
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
、
人
材
確
保
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

【
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
主
な
サ
ー
ビ
ス
】

①
全
国
で
求
人
を
公
開

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
申
し
込
ま
れ
た
求
人
は
、
全
国

の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
、
全
国
の
求
職
者
な
ど
に

広
く
提
供
し
、
求
人
者
の
希
望
に
あ
う
求
職
者
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。

②
豊
富
な
デ
ー
タ
に
基
づ
く
情
報
を
提
供

　

募
集
す
る
職
種
に
つ
い
て
、
地
域
に
は
ど
の
く
ら

い
の
求
職
者
が
い
る
の
か
な
ど
、
地
域
の
労
働
市
場

の
状
況
に
つ
い
て
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
な
ど
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
賃
金
や
就
業
時
間
を
は
じ
め

と
す
る
求
人
条
件
に
つ
い
て
の
相
談
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

③
各
種
助
成
金
制
度
の
案
内

　

若
年
者
、
高
年
齢
者
、
障
害
者
な
ど
、
労
働
者
の

新
た
な
雇
入
れ
、
雇
用
の
安
定
、
人
材
育
成
に
取
り

組
む
事
業
主
に
対
し
て
、「
雇
用
調
整
助
成
金
」、「
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
」、「
特
定
求
職
者
雇
用
開
発

助
成
金
」、「
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
助
成
金
」
な
ど
、
様

々
な
助
成
金
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

④ 

全
国
１
１
１
か
所
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
「
人
材
確

保
対
策
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置

　

運
輸
業
な
ど
雇
用
吸
収
力
の
高
い
分
野
へ
の
マ
ッ

チ
ン
グ
支
援
を
強
化
す
る
た
め
、
人
材
確
保
ニ
ー
ズ

が
高
い
地
域
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
人
材
確
保
支
援
の

総
合
専
門
窓
口
と
な
る「
人
材
確
保
対
策
コ
ー
ナ
ー
」

を
設
置
。
仕
事
の
魅
力
を
発
信
し
、
求
職
者
の
拡
大

を
図
る
と
と
も
に
、
求
人
者
に
対
し
て
は
求
人
充
足

の
た
め
の
支
援
を
強
化
し
、
両
者
を
結
び
つ
け
る
マ

ッ
チ
ン
グ
機
会
を
拡
充
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ミ
ス
マ

ッ
チ
の
改
善
を
図
っ
て
い
ま
す
。

● 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
二
次
元
コ
ー
ド
）
の
ほ
か
、
全

国
各
地
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
問
い

合
わ
せ
の
こ
と
。

自
社
の
求
人
募
集
に

自
社
の
求
人
募
集
に

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
！

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
！

コ
ラ
ム
②

コ
ラ
ム
①

Ⅱ
．
求
職
者
が
望
む
労
働
条
件
に
近
づ
け
る

Ⅱ
．
求
職
者
が
望
む
労
働
条
件
に
近
づ
け
る

Ⅲ
．
若
手
社
員
の
応
募
を
増
や
す
取
り
組
み

Ⅲ
．
若
手
社
員
の
応
募
を
増
や
す
取
り
組
み

Ⅳ
．
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
活
用

Ⅳ
．
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
活
用

図３　「応募数を左右する重要な労働条件」
①「賃金」

　「求職者が希望する賃金水準に改善するためには
どうするか」を、賃金体系の変更も考慮に入れながら、
抜本的な対策を検討する。

②「休日」
　「年間 105日以上」が応募増減のボーダーライン。

③「休暇」
　「年休の取りやすさ」が重要。

④「残業実態」
　長時間労働は早期に改善する必要がある。

「採用管理」課題と対応策「採用管理」課題と対応策
厚生労働省「人材確保に『効く』事例集」より厚生労働省「人材確保に『効く』事例集」より

事例①

事例②

事例④

事例③

　求人募集や選考を行う際に、どのように対応していけば人材の確保に繋がるでしょうか。
　ここでは、厚生労働省「人材確保に『効く』事例集」（二次元コード）から、採用管理に関する課題とそ
の解決策について紹介していきます。

図４　トラック運転者の年間所得額の推移、年間労働時間の推移

トラック運転者の年間所得額の推移 トラック運転者の年間労働時間の推移

トラック運転者は、全産業と比較して、低賃金・長時間労働など、厳しい労働環境にあることが、人手不足のひとつの要因となっています。

（時間）（万円）

平成
25年 26年 27年 28年 29年 30年 令和

元年 2年 平成
26年 27年 28年 29年 30年 令和

元年 2年

大型トラック

中小型トラック

全産業

（出典）厚生労働省「賃金構造基本統計調査」 （出典）厚生労働省「賃金構造基本統計調査」
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軽
油
価
格
の
高
騰
が
続
い
て
い

る
︒
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
調

べ
に
よ
る
と
︑
今
年
２
月
の
全
国

平
均
の
軽
油
価
格
（
ロ
ー
リ
ー
平

均
・
税
抜
き
）
は
１
１
４
円
72
銭

／
㍑
で
︑
昨
年
２
月
よ
り
24
円
88

銭
も
上
昇
し
た
︒
国
際
情
勢
に
よ

っ
て
は
︑
さ
ら
な
る
高
騰
も
予
想

さ
れ
る
︒

　

４
㌧
車
か
ら
10
㌧
車
ま
で
保
有

し
︑
車
両
数
約
１
１
０
台
の
あ
る

事
業
者
は
︑﹁
１
か
月
の
燃
料
消

費
量
が
約
90
㌔
㍑
︒
30
円
値
上
が

り
す
る
と
コ
ス
ト
増
加
分
は
1
か

月
あ
た
り
２
７
０
万
円
で
︑
年
間

で
は
３
２
４
０
万
円
の
コ
ス
ト
増
に

な
る
︒
当
社
の
純
利
益
は
３
千
万

円
か
ら
４
千
万
円
な
の
で
︑
30
円

の
値
上
が
り
で
純
利
益
が
ほ
ぼ
ゼ

ロ
に
な
る
﹂
と
い
う
︒

　

そ
こ
で
︑
こ
の
事
業
者
は
２
月

か
ら
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
交
渉

を
始
め
た
︒
同
社
で
は
︑

日
ご
ろ
か
ら
取
引
先
を

３
つ
に
分
け
て
そ
れ
ぞ

れ
異
な
っ
た
対
応
を
し

て
い
る
︒
ま
ず
︑
チ
ャ

ー
タ
ー
契
約
を
し
て
い

る
荷
主
が
10
社
︒
ス
ポ

ッ
ト
の
取
引
先
は
約
50

社
あ
る
が
︑
受
注
頻
度

の
高
い
取
引
先
と
︑
頻

度
の
低
い
取
引
先
と
い
う
分
類

だ
︒
こ
の
う
ち
︑
固
定
契
約
の

10
社
に
は
２
月
初
旬
に
﹁
燃
料

サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
導
入
の
お
願
い
﹂

を
文
書
で
出
し
た
︒
文
書
は
担

当
者
か
ら
荷
主
の
担
当
者
に
手

渡
し
し
て
︑
権
限
の
あ
る
人
に

渡
し
て
も
ら
う

よ
う
に
依
頼
し

た
︒

　

そ
の
後
は
︑

代
表
者
が
取
引

先
の
責
任
者
を

訪
ね
て
交
渉
す

る
︒﹁
燃
料
サ
ー

チ
ャ
ー
ジ
の
導
入

は
経
営
の
根
幹

に
関
わ
る
問
題

な
の
で
︑
担
当

者
に
任
せ
る
の

で
は
な
く
︑
ト
ッ

プ
が
直
接
交
渉

に
行
く
の
が
当

然
﹂
と
い
う
考

え
で
あ
る
︒
ア

ポ
イ
ン
ト
は
﹁
ズ
バ
リ
︑﹃
燃

料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
導
入
の
お
願

い
に
伺
い
た
い
﹄
と
単
刀
直
入

に
申
し
込
む
﹂︒
す
る
と
先
方

は
面
談
を
断
ら
な
い
と
い
う
︒

﹁
ち
ゃ
ん
と
し
た
会
社
ほ
ど
︑

取
引
先
か
ら
の
価
格
転
嫁
の
交

渉
に
下
手
な
対
応
を
し
た
ら
︑
場

合
に
よ
っ
て
は
独
占
禁
止
法
に
抵

触
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
知

っ
て
い
る
﹂か
ら
だ
︒
そ
の
た
め﹁
中

小
規
模
の
荷
主
で
は
社
長
が
応
対

し
て
く
れ
る
の
で
︑
話
が
早
い
﹂︒

　

同
社
で
は
︑
取
引
額
が
大
き
な

荷
主
か
ら
順
番
に
交
渉
を
進
め
て

い
る
︒
取
材
時
点
で
は
10
社
の
う

ち
６
社
と
交
渉
が
済
ん
で
い
た
︒

そ
の
う
ち
の
１
社
は
２
月
請
求
分

か
ら
︑
２
社
は
３
月
分
か
ら
︑
１

社
は
４
月
分
か
ら
の
サ
ー
チ
ャ
ー

ジ
導
入
で
合
意
し
︑
２
社
は
回
答

を
保
留
中
だ
っ
た
︒
残
り
の
４
社

と
は
順
次
︑
交
渉
す
る
予
定
だ
︒

　

要
請
文
書
で
は
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
の

大
き
さ
ご
と
に
当
該
荷
主
の
平
均

燃
費
（
荷
主
に
よ
っ
て
違
う
）
を

示
し
︑
月
間
の
総
走
行
距
離
に
︑

１
０
０
円
／
㍑
を
超
え
た
金
額
分

を
︑
運
賃
と
は
別
に
請
求
す
る
﹂

と
し
て
い
る
︒
受
注
頻
度
の
高
い

ス
ポ
ッ
ト
荷
主
と
は
１
運
行
に
つ

き
１
０
０
０
円
ア
ッ
プ
で
合
意
し
︑

頻
度
の
少
な
い
荷
主
は
そ
の
都

度
︑
今
回
の
運
賃
は
い
く
ら
と
担

当
者
が
説
明
し
て
決
め
て
い
る
︒

　

こ
の
事
業
者
は
﹁
ト
ッ
プ
自
ら

が
交
渉
す
れ
ば
︑
相
手
も
状
況
の

厳
し
さ
を
認
識
し
て
く
れ
る
は
ず

だ
﹂
と
話
し
て
い
る
︒

第
298
回

トップ交渉で燃料サーチャージ導入を

　
　
　
　

︻
解
説
︼
常
時
10
人
以
上
の
労
働
者

を
使
用
す
る
使
用
者
は
労
働
条
件
等

を
定
め
た
就
業
規
則
を
作
成
し
︑
所

轄
の
労
働
基
準
監
督
署
長
に
届
け
出

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
労
基
法
第
89

条
）︒
そ
し
て
︑
こ
の
就
業
規
則
の
作

成
・
変
更
の
手
続
き
と
し
て
︑
労
働

　

就
業
規
則
の
届
け
出
に
関
す
る

手
続
き
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま

す
。
労
働
基
準
法
で
は
、
就
業

規
則
の
作
成
・
変
更
の
届
け
出
の

際
、
労
働
者
代
表
の
意
見
を
聴
き

そ
れ
を
書
面
に
し
て
添
付
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、「
労
働
者
の
意
見
を
聴
く
」

と
い
っ
て
も
ど
の
程
度
聴
け
ば
よ

い
の
で
す
か
。
承
諾
で
き
な
い
と

い
わ
れ
た
ら
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の

で
し
ょ
う
か
。
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就業規則、労働
者の意見はどの
程度聴くのか

者
代
表
︑
つ
ま
り
﹁
当
該
事
業
場
に
︑

労
働
者
の
過
半
数
で
組
織
す
る
労
働

組
合
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
そ
の
労

働
組
合
︑
労
働
者
の
過
半
数
で
組
織

す
る
労
働
組
合
が
な
い
場
合
に
お
い
て

は
労
働
者
の
過
半
数
を
代
表
す
る
者
﹂

の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

し
て
い
ま
す
（
労
基
法
第
90
条
）︒

　

そ
こ
で
︑
ご
質
問
の
よ
う
に
ど
の
程

度
労
働
者
の
意
見
を
聴
け
ば
よ
い
の

か
︑
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
︑
こ

の
﹁
意
見
を
聴
く
﹂
と
い
う
の
は
︑
単

に
賛
成
か
反
対
か
の
意
見
の
表
明
を

求
め
て
い
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
︒つ
ま
り
︑

承
諾
を
求
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
す
︒
し
た
が
っ
て
︑
た
と
え
承
諾
で

き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
も
︑
そ

れ
を
意
見
の
内
容
と
し
て
そ
の
ま
ま

書
面
に
し
て
も
ら
い
提
出
す
れ
ば
よ
い

の
で
す
︒
厚
生
労
働
省
の
解
釈
例
規

で
も
﹁
就
業
規
則
に
添
付
し
た
意
見

書
の
内
容
が
当
該
規
則
に
全
面
的
に

反
対
す
る
も
の
で
あ
る
と
︑
特
定
部

分
に
関
し
て
反
対
す
る
も
の
で
あ
る
と

を
問
わ
ず
︑
ま
た
そ
の
反
対
事
由
の

如
何
を
問
わ
ず
︑
そ
の
効
力
の
発
生
に

つ
い
て
の
他
の
要
件
を
具
備
す
る
限
り
︑

就
業
規
則
の
効
力
に
は
影
響
が
な
い
﹂

（
昭
和
24
年
３
月
︑基
発
第
３
７
３
号
）

と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
︒

　

ま
た
︑
こ
の
よ
う
に
労
働
者
代
表

の
意
見
に
つ
い
て
賛
否
は
問
わ
れ
な
い

わ
け
で
す
が
︑
他
方
で
︑
使
用
者
が

労
働
者
代
表
に
意
見
を
聴
い
た
の
に
︑

意
見
書
の
提
出
や
意
見
書
へ
の
署
名

等
を
拒
否
さ
れ
た
ら
ど
う
な
る
か
と

い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
︒
特
に
︑
意

見
聴
取
の
際
に
労
使
関
係
が
悪
化
し

て
い
る
よ
う
な
と
き
に
は
︑
労
働
組
合

が
故
意
に
意
見
書
の
提
出
を
拒
否
し
︑

会
社
の
業
務
に
支
障
が
生
じ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
︒
し
か
し
︑
こ
の
よ
う
な

場
合
で
も
︑
意
見
書
の
提
出
を
拒
否

さ
れ
た
経
緯
を
き
ち
ん
と
説
明
し
た

文
書
を
添
付
す
れ
ば
問
題
は
あ
り
ま

せ
ん
︒
厚
生
労
働
省
で
は
︑
こ
う
し

た
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
︑﹁
労
働
組
合
が

故
意
に
意
見
を
表
明
し
な
い
場
合
ま

た
は
意
見
書
に
署
名
ま
た
は
記
名
押

印
し
な
い
場
合
で
も
︑
意
見
を
聴
い
た

こ
と
が
客
観
的
に
証
明
で
き
る
限
り
︑

こ
れ
を
受
理
す
る
よ
う
取
扱
わ
れ
た
い
﹂

（
昭
和
23
年
５
月
︑
基
発
第
７
３
５

号
等
）
と
労
働
基
準
監
督
署
の
窓
口

対
応
に
つ
い
て
指
導
し
て
い
ま
す
︒
併

せ
て
︑
主
に
労
働
組
合
側
か
ら
︑
労

基
法
第
90
条
の
規
定
の
趣
旨
に
つ
い
て

﹁
単
な
る
意
見
の
聴
取
で
は
な
く
労

基
法
第
２
条
（
労
働
条
件
の
決
定
）

の
規
定
よ
り
み
て
労
働
組
合
と
協
議

決
定
す
べ
き
で
あ
る
﹂
と
の
主
張
が
な

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
︑
こ
れ
に

対
し
て
︑解
釈
例
規
は
﹁
法
第
90
条
の

﹃
労
働
組
合
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
﹄
と
い
う
の
は
労
働
組
合

と
の
協
議
決
定
を
要
求
す
る
も
の
で

は
な
く
︑
当
該
就
業
規
則
に
つ
い
て
の

労
働
組
合
の
意
見
を
聴
け
ば
労
働
基

準
法
の
違
反
と
は
な
ら
な
い
趣
旨
で
あ

る
﹂（
昭
和
25
年
３
月
︑
基
収
第
５
２

５
号
）
と
明
確
に
述
べ
て
い
る
点
に
も

留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ

う
︒

Ａ�

承
諾
で
は
な
く
賛
否
等
意

見
を
求
め
る
だ
け
で
よ
い

❶
大
型
・
中
型
免
許
取
得
の
受
験
資
格
見
直
し
の
経
緯

国
民
生
活
の
基
盤
と
な
る
物
流
を
守
る
た
め

坂
本
会
長
を
先
頭
に
見
直
し
を
強
く
要
請

　

ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
交
通
死

亡
事
故
の
削
減
と
︑
若
年
者

の
雇
用
促
進
を
図
る
た
め
︑

﹁
準
中
型
免
許
﹂
の
創
設
を

伴
う
改
正
道
路
交
通
法
が
︑

平
成
29
年
３
月
12
日
に
施
行

さ
れ
た
︒
こ
れ
に
よ
り
︑
車

両
総
重
量
３
・
５
㌧
以
上
７

・
５
㌧
未
満
等
の
自
動
車
が

新
た
に
﹁
準
中
型
自
動
車
﹂

と
し
て
新
設
さ
れ
︑
普
通
免

許
の
経
験
を
問
わ
ず
に
︑
18

歳
で
準
中
型
免
許
が
取
得
可

能
と
な
っ
た
︒
一
方
で
︑
中

型
免
許
と
大
型
免
許
取
得
の

受
験
資
格
は
従
前
通
り
と
さ

れ
た
（
中
型
免
許
=
20
歳
以

上
・
免
許
保
有
期
間
２
年
以

上
︑
大
型
免
許
=
21
歳
以
上

・
免
許
保
有
期
間
３
年
以

上
）︒

　

そ
う
し
た
中
︑
少
子
高
齢

化
と
生
産
年
齢
人
口
の
減
少

に
伴
い
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足

が
一
層
深
刻
化
し
て
い
る
状

況
を
踏
ま
え
︑
バ
ス
・
タ
ク

シ
ー
業
界
か
ら
︑
第
二
種
免

許
取
得
の
受
験
資
格
に
関

し
︑
年
齢
要
件
お
よ
び
経
験

年
数
を
引
き
下
げ
る
こ
と
に

よ
り
︑
若
年
運
転
者
の
確
保

に
繋
げ
よ
う
と
す
る
動
き
が

生
ま
れ
た
︒
政
府
は
︑
平
成

28
年
６
月
に
発
表
し
た
﹁
規

制
改
革
実
施
計
画
﹂
お
よ
び

30
年
５
月
に
取
り
ま
と
め
た

﹁
自
動
車
運
送
事
業
の
働
き

方
改
革
の
実
現
に
向
け
た
政

府
行
動
計
画
﹂
に
お
い
て
︑

第
二
種
免
許
制
度
の
見
直
し

に
向
け
た
検
討
を
実
施
す
る

旨
決
定
し
た
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に

お
い
て
も
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
不
足
が
深
刻
化
し
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
の
高
齢
化
の
進
行

も
懸
念
さ
れ
て
い
る
状
況
に

あ
る
こ
と
か
ら
︑
国
民
生
活

の
基
盤
と
な
る
物
流
を
維
持

し
︑
将
来
性
の
あ
る
若
手
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
を
確
保

し
て
い
く
た
め
︑
大
型
免
許

お
よ
び
中
型
免
許
に
つ
い
て

も
大
型
第
二
種
免
許
と
相
応

の
引
下
げ
措
置
を
講
じ
る
よ

う
強
く
要
望
︒

　

令
和
元
年
11
月
22
日
に

は
︑
全
ト
協
の
坂
本
克
己
会

長
︑
工
藤
修
二
副
会
長
（
交

通
対
策
委
員
会
委
員
長
）︑

桝
野
龍
二
理
事
長
が
北
村
博

文
警
察
庁
交
通
局
長
に
対
し
︑

﹁
大
型
免
許
等
の
受
験
資
格

の
見
直
し
に
関
す
る
要
望

書
﹂
を
手
渡
し
た
（
写
真
）︒

　

若
年
層
の
獲
得
に
繋
が
る

大
型
・
中
型
免
許
取
得
の
年

齢
要
件
・
経
験
年
数
要
件
の

引
下
げ
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
に
と
っ
て
悲
願
で
あ
り
︑

全
ト
協
で
は
関
係
省
庁
に
対

し
て
同
規
定
の
整
備
を
精
力

的
に
働
き
か
け
て
き
た
︒
そ

の
結
果
︑﹁
運
転
免
許
の
受

験
資
格
の
特
例
に
関
す
る
規

定
の
整
備
﹂
が
盛
り
込
ま
れ

た
改
正
道
交
法
が
令
和
２
年

６
月
２
日
に
衆
議
院
本
会
議

で
可
決
・
成
立
し
︑
同
年
６

月
10
日
に
公
布
さ
れ
た
︒

　

今
回
の
改
正
道
交
法
に
よ

る
︑
大
型
・
中
型
免
許
取
得

の
受
験
資
格
に
関
す
る
改
正

内
容
は
︑
図
の
通
り
と
な
っ

て
い
る
︒
ま
た
︑
５
月
13
日

以
降
の
大
型
・
中
型
免
許
の

特
例
に
よ
る
受
験
資
格
は
︑

表
１
の
通
り
と
な
る
︒

　

道
交
法
改
正
に
伴
い
︑﹁
特

別
な
教
習
（
特
例
教
習
課

程
）﹂
を
修
了
し
た
者
で
︑19

歳
以
上
か
つ
普
通
免
許
等
保

有
１
年
以
上
の
場
合
︑
大
型

免
許
・
中
型
免
許
の
運
転
免

許
試
験
が
受
験
可
能
と
な
る
︒

　
﹁
特
別
な
教
習
（
特
例
教

習
課
程
）﹂
の
内
容
は
︑
本

来
の
年
齢
︑
経
験
年
数
に
よ

り
身
に
付
く
と
さ
れ
る
﹁
自

己
制
御
能
力
﹂︑﹁
危
険
予
測

・
回
避
能
力
﹂
を
養
う
も
の

と
な
っ
て
い
る
︒
時
限
数
は
︑

適
性（
座
学
）７
時
限
以
上
︑

技
能
29
時
限
以
上
の
計
36
時

限
以
上
︒

　

な
お
︑
21
歳
以
上
で
普
通

免
許
な
ど
を
取
得
し
た
場
合

に
つ
い
て
も
︑
施
行
日
の
前

後
を
問
わ
ず
︑
特
別
な
教
習

を
修
了
し
た
者
で
︑
普
通
免

許
等
の
保
有
１
年
以
上
で
あ

れ
ば
大
型
免
許
・
中
型
免
許

を
取
得
で
き
る
︒

　

大
型
・
中
型
免
許
取
得
後

の
若
年
運
転
者
期
間
（
大
型

免
許
の
場
合
21
歳
︑
中
型
免

許
の
場
合
20
歳
に
達
す
る
ま

で
の
間
）
に
違
反
点
数
が
一

定
の
基
準
（
累
積
違
反
点
数

が
３
点
以
上
︒
た
だ
し
︑
１

回
の
違
反
で
３
点
と
な
る
場

合
を
除
く
）
に
達
し
た
場
合

は
︑
表
２
で
示
し
た
若
年
運

転
者
講
習
を
受
講
す
る
必
要

が
あ
る
︒
講
習
は
９
時
間
以

上
で
︑
受
講
を
拒
否
し
た
場

合
は
特
例
を
受
け
て
取
得
し

た
免
許
が
取
り
消
し
と
な
る
︒

　

こ
れ
は
︑
中
型
免
許
の
取

得
年
齢
が
現
行
（
改
正
前
）

か
ら
１
年
︑
大
型
免
許
で
は

２
年
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と

か
ら
︑
経
験
の
浅
い
若
年
者

が
大
き
な
車
両
を
運
転
す
る

こ
と
へ
の
安
全
対
策
と
し
て

実
施
さ
れ
る
︒

積
載
制
限
も
改
正

　

道
路
交
通
法
施
行
令
第
22

条
で
は
︑
自
動
車
の
積
載
物

の
大
き
さ
や
積
載
の
方
法
に

つ
い
て
制
限
す
る
﹁
自
動
車

の
積
載
の
制
限
﹂
に
つ
い
て

規
制
さ
れ
て
い
る
︒
改
正
道

交
法
施
行
に
よ
り
︑
積
載
物

の
長
さ
は
現
行
の
車
長
の
１

・
１
倍
か
ら
１
・
２
倍
に
︑

ま
た
幅
は
車
幅
ま
で
だ
っ
た

も
の
を
１
・
２
倍
ま
で
は
み

出
す
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
︒

　

詳
細
に
つ
い
て
は
︑
今
号
の

﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
に
同
封

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
﹁
道
路
交

通
法
﹃
自
動
車
の
積
載
の
制

限
及
び
大
型
・
中
型
免
許
取

得
の
受
験
資
格
﹄
が
変
わ
り

ま
す
﹂
を
参
照
の
こ
と
︒

　
「
道
路
交
通
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
内
閣
府
令
」
が
２
月
10
日
に
公

布
さ
れ
、
令
和
２
年
に
改
正
さ
れ
た
道

路
交
通
法
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
「
大

型
・
中
型
免
許
取
得
の
受
験
資
格
の
見

直
し
」
が
実
現
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
５

月
13
日
施
行
）。

　

今
回
の
改
正
で
は
、
19
歳
か
ら
大
型

・
中
型
自
動
車
免
許
の
運
転
免
許
試
験

を
受
け
る
た
め
の
教
習
の
課
程
に
係
る

指
定
の
基
準
が
定
め
ら
れ
た
ほ
か
、
普

通
自
動
車
免
許
等
を
受
け
て
い
た
期
間

が
通
算
し
て
１
年
以
上
で
大
型
・
中
型

自
動
車
免
許
の
運
転
免
許
試
験
を
受
け

る
た
め
の
教
習
の
課
程
に
係
る
指
定
の

基
準
が
新
た
に
定
め
ら
れ
る
こ
と
と
な

る
。

　

ま
た
、
同
改
正
で
は
、
自
動
車
の
積

載
の
制
限
に
係
る
改
正
（
改
正
道
路
交

通
法
施
行
令
）
も
併
せ
て
施
行
さ
れ
る
。

表１　運転免許の受験資格の見直しに関する規定の整備

図

表２

改正道路交通法改正道路交通法
５月13日施行５月13日施行

❷
大
型
・
中
型
免
許
取
得
の
受
験
資
格
見
直
し
の
要
点

普
通
免
許
取
得
後
１
年
で
大
型
免
許
等
を
取
得

違
反
３
点
以
上
で
講
習
受
講
義
務
付
け

北
村
警
察
庁
交
通
局
長
㊨
に
要
望
書

を
手
渡
す
坂
本
会
長
㊥
と
工
藤
副
会

長
㊧
（
令
和
元
年
11
月
22
日
）

大
型
・
中
型
免
許
取
得
の
受
験
資
格
を
見
直
し

大
型
・
中
型
免
許
取
得
の
受
験
資
格
を
見
直
し

1919
歳
で
大
型
・
中
型
免
許
取
得
が
可
能
に

歳
で
大
型
・
中
型
免
許
取
得
が
可
能
に

若
年
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
確
保
に
強
い
期
待

若
年
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
確
保
に
強
い
期
待
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政府の終息宣言発表の後すぐに庁舎屋上から垂らす垂れ幕を準備している
らしい……

法令　　  クイズ
マル　 バツ

	〜優先編〜
	 【解 答】2面に問題
❶	○（法第20条の2第1項）路線バス等の優先通
行帯であることが道路標識等により表示されて
いる車両通行帯が設けられている道路において
は、路線バス等を除く自動車は、路線バス等が
後方から接近してきた場合に当該道路における
交通の混雑のため当該車両通行帯から出ること
ができないこととなるときは、当該車両通行帯を
通行してはならない。
❷	○（法第31条の2）停留所において乗客の乗
降のため停車していた乗合自動車が発進するた
め進路を変更しようとして手又は方向指示器によ
り合図をした場合においては、その後方にある車
両は、その速度又は方向を急に変更しなければ
ならないこととなる場合を除き、当該合図をした

乗合自動車の進路の変更を妨げてはならない。
❸	×（法第36条第1項第1号）その通行している
道路と交差する道路を左方から進行してくる車の
進行妨害をしてはならない。
❹	×（法第37条）交差点で右折する場合におい
て、当該交差点において直進し、又は左折しよう
とする車両等があるときは、当該車両等の進行妨
害をしてはならない。
❺	×（法第40条第1項）一方通行路において緊
急自動車が近づいてきたときは、「左側に寄るこ
とが緊急自動車の通行を妨げることとなる場合
にあっては、道路の右側」と定められており、必
ずしも左側に寄って進路を譲らなければならな
いということではない。

危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
２
面
）

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
220
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①自車の左前には、並走している自転車がいます。横断
歩道の歩行者に気づいた自転車は、歩行者を避けよ
うとして、道路の中央に出てくることが予測できます。
また、会話に夢中になるなどして、自車の接近に気づ
いていないことも考えられます。安易に近づくと、道
路中央に出てきた自転車と衝突するばかりでなく、ト
ラックの接近に驚いた自転車が転倒する危険もあり
ます。減速して、自転車の動静を確認しましょう。

②横断歩道のそばに、ベビーカーを押している歩行者
が見えます。道路交通法第38条第１項後段には「車
両等は、その進路の前方の横断歩道等を横断し、ま
たは横断しようとする歩行者等があるときは、その横
断歩道等の手前で一時停止し、かつ、その歩行者等
の通行を妨げてはならない」と定められています。こ
の場面では、必ず一時停止してください。ダイヤマー
クの先には横断歩道があります。マークを見つけた
らすぐに止まれるよう、減速しておきましょう。

③横断歩道の右には子どもが走っている看板が見える
ことから、子どもの行き来が多いことが予測できます。
子どもは周囲の安全を確認せずに、興味のあるもの
に一目散に駆け出したり、友達を追いかけて道路に
飛び出してくることがあります。「子どもの飛出し注
意」などの注意喚起の看板を見落とさないようにし

①歩行者を避けようとして、道路に出てきた自転車と
衝突する危険があります（図１）。

②横断歩道を渡ってきた歩行者と衝突する危険があり
ます（図2）。

③一時停止後の再発進の際、右側の交差路から飛び出
してきた子供と衝突する危険があります（図3）。

　あなたは、センターラインのない一方
通行道路の横断歩道に差しかかりました。
横断歩道のそばにはベビーカーを押し
ている歩行者が見えます。この場面には
どのような危険がありますか。また、危険
を避けるためにはどのような運転をすれ
ばよいでしょうか。考えてみましょう。

図１

図２

図３

ましょう。横断歩道を通過する時は、子どもの
飛出しを予測して、徐行と安全確認を徹底しま
しょう。

　

同
小
委
員
会
は
︑
電
気
ト

ラ
ッ
ク
等
次
世
代
環
境
対
応

ト
ラ
ッ
ク
や
自
動
運
転
等
新

技
術
の
動
向
把
握
と
会
員
事

業
者
に
情
報
を
提
供
す
る
こ

と
︑
ま
た
新
技
術
が
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
に
と
っ
て
使

い
や
す
く
︑
導
入
し
や
す
い

も
の
と
な
る
よ
う
意
見
を
取

　

第
２
回
小
委
員
会
・
見
学

会
は
︑
三
菱
ふ
そ
う
ト
ラ
ッ

ク
・
バ
ス
㈱
川
崎
製
作
所
内

に
設
置
さ
れ
た
カ
ス
タ
マ
ー

エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

に
て
開
催
さ
れ
た
︒

　

同
セ
ン
タ
ー
は
３
年
11
月

18
日
に
開
設
さ
れ
︑
同
社
の

り
ま
と
め
る
こ
と
を
目
的
に
︑

令
和
３
年
度
に
新
設
さ
れ
た
︒

　

３
年
11
月
29
日
に
開
催
さ

れ
た
第
１
回
小
委
員
会
で
は
︑

（
一
社
）
日
本
自
動
車
工
業

会
（
自
工
会
）
の
担
当
者
を

招
き
︑
自
工
会
に
お
け
る
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
取

り
組
み
や
︑
自
動
運
転
ト
ラ

ッ
ク
（
ト
ラ
ッ
ク
隊
列
走
行

・
レ
ベ
ル
４
自
動
運
転
化
）

に
関
す
る
取
り
組
み
な
ど
に

つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
︒

　

そ
れ
に
続
く
今
回
の
小
委

員
会
は
︑
初
め
て
ト
ラ
ッ
ク

メ
ー
カ
ー
の
製
作
所
で
開

催
︒
物
流
の
次
世
代
を
担
う

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
電

気
小
型
ト
ラ
ッ
ク
の
性
能
を

確
認
す
る
と
と
も
に
︑
メ
ー

カ
ー
担
当
者
か
ら
新
技
術
開

発
に
向
け
て
の
考
え
方
な
ど

を
直
接
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
絶

好
の
機
会
と
な
っ
た
︒

ｅ
モ
ビ
リ
テ
ィ
お
よ
び
エ
コ
シ

ス
テ
ム
に
関
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
に
つ
い
て
︑
電
気
小
型

ト
ラ
ッ
ク
﹁
ｅ
Ｃ
ａ
ｎ
ｔ
ｅ

ｒ
﹂
の
実
車
を
用
い
た
説
明

・
試
乗
や
︑
エ
コ
シ
ス
テ
ム

・
デ
ジ
タ
ル
体
験
︑
充
電
イ

ン
フ
ラ
体
験
な
ど
の
様
々
な

体
験
を
通
じ
︑
質
の
高
い
経

験
（
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
）
を

ユ
ー
ザ
ー
に
提
供
す
る
施
設

と
な
っ
て
い
る
︒

　

見
学
会
は
︑
ま
ず
同
社
川

崎
製
作
所
内
に
設
け
ら
れ
た

テ
ス
ト
コ
ー
ス
で
の
﹁
ｅ
Ｃ

ａ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
﹂
試
乗
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
︒

　

同
社
で
は
︑
電
気
ト
ラ
ッ

ク
の
分
野
で
市
場
を
リ
ー
ド

す
る
こ
と
を
目
指
し
︑
平
成

７
年
か
ら
試
作
車
を
製
造
︒

29
年
に
︑
国
内
初
の
量
産
型

小
型
電
気
ト
ラ
ッ
ク
﹁
ｅ
Ｃ

ａ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
﹂（
第
１
世
代
）

を
発
売
し
た
︒
そ
の
後
︑
令

和
２
年
に
は
︑
先
進
安
全
装

備
を
拡
充
し
た
改
良
モ
デ
ル

（
第
２
世
代
）を
発
表
︒﹁
ｅ

Ｃ
ａ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
﹂
は
︑
国
内

で
１
１
５
台
︑
海
外
で
２
４
３

台
︑
合
計
３
５
０
台
以
上
が

稼
働
し
て
い
る
（
４
年
２
月

現
在
）︒

　
﹁
ｅ
Ｃ
ａ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
﹂
第

２
世
代
車
（
車
両
総
重
量
７

・
５
㌧
ク
ラ
ス
）
に
は
︑
モ

ー
タ
ー
（
最
大
出
力
１
３
５

㌔
㍗
︑
最
大
ト
ル
ク
３
９
０

Nm
）
と
︑
３
７
０
㌾
／
13
・

５
kWh
の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
バ
ッ

テ
リ
ー
を
６
個
搭
載
︒
急
速

充
電
で
は
最
大
約
１
・
５
時

間
︑
普
通
充
電
で
は
最
大
約

11
時
間
の
充
電
で
︑
航
続
距

離
約
１
０
０
㌔
㍍
を
確
保
し

て
い
る
︒
な
お
︑
充
電
器
設

備
を
導
入
す
る
こ
と
で
夜
間

に
も
充
電
可
能
と
な
る
た

め
︑
作
業
時
間
の
効
率
化
や

ド
ラ
イ
バ
ー
の
負
担
軽
減
へ

の
効
果
も
期
待
さ
れ
る
︒

　
﹁
ｅ
Ｃ
ａ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
﹂は
︑

電
動
で
駆
動
す
る
こ
と
で
排

出
ガ
ス
が
一
切
出
な
い
た
め
︑

環
境
に
や
さ
し
い
車
両
と
な

っ
て
い
る
︒
ま
た
︑
従
来
の
デ

ィ
ー
ゼ
ル
車
と
比
較
し
て
騒

音
が
な
い
た
め
︑
市
街
地
で

の
深
夜
・
早
朝
稼
働
等
都
市

部
の
配
送
に
適
し
て
い
る
︒

試
乗
で
は
︑
委
員
が
実
際
に

﹁
ｅ
Ｃ
ａ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
﹂
の
ハ

ン
ド
ル
を
握
り
︑
乗
り
心
地

な
ど
を
体
感
︒
委
員
か
ら
は
︑

走
行
時
の
静
粛
性
と
加
速
の

良
さ
を
評
価
す
る
声
が
あ
が

っ
た
︒

　

試
乗
後
︑
委
員
は
同
セ
ン

タ
ー
に
移
動
し
︑
同
社
に
お

け
る
新
技
術
へ
の
対
応
に
関

す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
受
け
た
︒
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
冒
頭
︑
あ
い
さ
つ
に

立
っ
た
同
社
の
松
永
和
夫
会

長
は
︑﹁
政
府
が
掲
げ
て
い
る

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
を
実
現
さ
せ
る
た
め

に
は
︑
電
気
ト
ラ
ッ
ク
や
燃

料
電
池
ト
ラ
ッ
ク
の
開
発
を

加
速
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ

る
︒
当
社
で
は
︑
２
０
３
９

年
ま
で
に
全
て
の
新
型
車
両

を
電
動
化
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
を

掲
げ
て
お
り
︑
そ
の
実
現
に

向
け
て
今
後
一
層
取
り
組
み

を
加
速
し
て
い
く
﹂
と
︑
環

境
対
応
車
開
発
の
方
向
性
を

述
べ
た
︒
ま
た
︑
自
動
運
転

ト
ラ
ッ
ク
に
関
し
て
は
︑
大

型
ト
ラ
ッ
ク
﹁
ス
ー
パ
ー
グ

レ
ー
ト
﹂
２
０
１
９
年
モ
デ

ル
に
お
い
て
︑
国
内
の
商
用

車
史
上
初
と
な
る
Ｓ
Ａ
Ｅ

（
米
自
動
車
技
術
会
）
が
定

め
る
運
転
自
動
化
レ
ベ
ル
２

に
相
当
す
る
高
度
運
転
支
援

機
能
を
搭
載
し
た
こ
と
に
つ

い
て
触
れ
︑﹁
同
機
能
の
搭
載

に
よ
り
︑
大
型
ト
ラ
ッ
ク
に

は
︑
同
社
担
当
者
か
ら
次
世

代
車
に
関
す
る
説
明
の
ほ
か
︑

﹁
ｅ
Ｃ
ａ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
﹂
の
デ

ジ
タ
ル
エ
コ
シ
ス
テ
ム
や
充

電
シ
ス
テ
ム
︑
導
入
時
の
補

助
金
等
に
つ
い
て
の
紹
介
が

な
さ
れ
︑
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
の
内
容
を
受
け
て
︑
委

員
か
ら
は
多
く
の
質
問
が
あ

が
っ
た
︒

よ
る
死
亡
事
故
減
少
が
期
待

で
き
る
︒
今
後
も
︑
先
進
的

な
運
転
支
援
技
術
の
開
発
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
﹂
と
述

べ
た
︒

　

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
次
世
代
新
技
術

対
応
小
委
員
会
（
山
口
嘉
彦
委
員
長
）
は

３
月
15
日
、
第
２
回
小
委
員
会
の
開
催
に

合
わ
せ
て
、
三
菱
ふ
そ
う
ト
ラ
ッ
ク
・
バ

ス
㈱
川
崎
製
作
所
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

敷
地
内
に
設
置
さ
れ
た
「
カ
ス
タ
マ
ー
エ

ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
」
見
学
会
を

開
催
し
た
。

　

同
見
学
会
で
は
、
三
菱
ふ
そ
う
ト
ラ
ッ

ク
・
バ
ス
が
製
造
し
て
い
る
電
気
小
型
ト

ラ
ッ
ク
「
ｅ
Ｃ
ａ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
」
の
試
乗
会

を
実
施
。
参
加
し
た
委
員
た
ち
は
同
車
両

へ
の
試
乗
を
通
じ
て
、
従
来
の
デ
ィ
ー
ゼ

ル
車
に
比
べ
て
騒
音
が
な
く
、
振
動
も
少

な
い
「
ｅ
Ｃ
ａ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
」
の
持
つ
高
い

性
能
を
実
感
し
た
。

　

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
終

了
後
に
は
︑
同
セ
ン
タ
ー
内

の
会
議
室
で
第
２
回
小
委
員

会
を
開
催
︒
４
年
度
事
業
活

動
（
案
）
に
つ
い
て
検
討
を

行
っ
た
︒

　

同
委
員
会
で
は
︑

今
後
も
新
技
術
を
活

用
し
た
物
流
効
率
化

の
推
進
等
に
向
け
て
︑

会
員
事
業
者
へ
の
情
報

発
信
の
た
め
の
活
動
︑

調
査
・
研
究
を
進
め
て

い
く
と
と
も
に
︑
次
世

代
技
術
の
ス
ム
ー
ズ
な

導
入
・
普
及
に
向
け

て
︑
関
係
機
関
に
対
す

る
要
望
を
発
信
し
て
い

く
と
し
て
い
る
︒

11
「
次
世
代
新
技
術
対
応
小
委
員
会
」
の
活
動

「
次
世
代
新
技
術
対
応
小
委
員
会
」
の
活
動

22
ト
ラ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー
の
製
作
所
内
で
見
学
会
を
開
催

ト
ラ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー
の
製
作
所
内
で
見
学
会
を
開
催

33
第
２
回
次
世
代
新
技
術
対
応
小
委
員
会

第
２
回
次
世
代
新
技
術
対
応
小
委
員
会

「ｅ
Ｃａｎ
ｔｅｒ
」
の
試
乗
を
実
施

「ｅ
Ｃａｎ
ｔｅｒ
」
の
試
乗
を
実
施

新
技
術
開
発
へ
の
今
後
の
方
向
性
を
確
認

新
技
術
開
発
へ
の
今
後
の
方
向
性
を
確
認

事
業
者
に
使
い
や
す
い
技
術
求
め

事
業
者
に
使
い
や
す
い
技
術
求
め

次
世
代
新
技
術
の
調
査
・
研
究
を
進
め
る

次
世
代
新
技
術
の
調
査
・
研
究
を
進
め
る

﹁
ｅ
Ｃ
ａ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
﹂
に
搭
載
さ
れ
て

い
る
電
気
モ
ー
タ
ー

高
性
能
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
バ
ッ
テ

リ
ー
が
６
個
搭
載
さ
れ
て
い
る

大
電
流
で
短
時
間
充
電
を
行
う
た
め

の
﹁
急
速
充
電
器
﹂

カ
ス
タ
マ
ー
エ
ク
ス
ペ
リ

エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
内
で
開

催
さ
れ
た
﹁
第
２
回
小
委

員
会
﹂

﹁
ｅ
Ｃ
ａ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
﹂
は
普
通
充
電
と

急
速
充
電
の
ど
ち
ら
に
も
対
応

テストコースで「eCanter試乗」を実施（写真㊤）。実際にハンドルを握った委員
（写真㊨）

三菱ふそう担当者のプレゼンテーション

松永和夫
三菱ふそうトラック・バス㈱

会長

﹁
カ
ス
タ
マ
ー
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン

ス
セ
ン
タ
ー
﹂
に
展
示
さ
れ
て
い

る
﹁
ｅ
Ｃ
ａ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
﹂

全ト協 次世代新技術対応小委員会が見学会を開催次世代新技術対応小委員会が見学会を開催
新型電気トラックへの試乗等を通じ　新技術への理解を一層深める新型電気トラックへの試乗等を通じ　新技術への理解を一層深める
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▼
長
く
厳

し
い
冬
が

終
わ
り
︑

大
地
を
覆

っ
て
い
た
白
銀
の
雪
も
融
け
︑
草
花

が
一
斉
に
開
花
し
て
︑
待
ち
侘
び
た

春
が
や
っ
て
来
ま
し
た
︒
東
京
で

は
︑
靖
国
神
社
の
境
内
に
あ
る
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
の
標
本
木
が
花
開
き
︑
訪

れ
た
桜
人
が
笑
み
を
浮
か
べ
な
が
ら

写
真
に
お
さ
め
て
い
ま
す
︒
日
本
列

島
の
至
る
所
に
桜
の
名
所
が
あ
り
ま

す
が
︑
川
や
湖
の
水
面
に
映
り
込
む

﹁
水
鏡
の
桜
﹂
は
︑
山
梨
県
・
本
栖

湖
に
映
る
見
事
な
﹁
逆
さ
富
士
﹂
と

同
様
に
︑
桜
の
美
し
さ
を
一
段
と
際

立
た
せ
ま
す
︒
▼
草
花
の
開
花
と
と

も
に
︑
生
物
も
冬
の
深
い
眠
り
か
ら

目
覚
め
︑
地
上
へ
と
現
れ
ま
す
︒
水

田
に
は
私
の
好
き
な
蛙
も
姿
を
見

せ
︑
蛙
同
士
が
我
先
に
水
田
へ
飛
び

込
ま
ん
と
絡
み
合
う
︑
滑
稽
な
光
景

に
出
く
わ
し
ま
す
︒
そ
れ
は
ま
る

で
︑
お
気
に
入
り
の
場
所
を
確
保
す

る
た
め
の
陣
取
り
合
戦
か
の
よ
う
で

す
︒
▼
そ
れ
を
見
て
思
い
出
す
の

は
︑
児
童
文
学
作
家
・
新
美
南
吉
の

﹃
二
ひ
き
の
蛙
﹄
で
す
︒
緑
色
の
蛙

と
黄
色
の
蛙
が
︑
お
互
い
の
姿
を
罵

り
合
う
う
ち
に
季
節
は
寒
い
冬
に
な

り
︑
二
ひ
き
の
蛙
は
喧
嘩
を
一
時
中

断
し
て
︑﹁
冬
眠
か
ら
覚
め
た
ら
続

き
を
や
る
ぞ
﹂
と
土
の
中
へ
と
潜
り

ま
す
︒
や
が
て
暖
か
い
春
が
来
て
︑

二
ひ
き
の
蛙
は
土
の
中
か
ら
這
い
出

し
︑
体
か
ら
泥
を
払
う
た
め
に
池
に

飛
び
込
ん
だ
後
︑
お
互
い
の
姿
を
見

て
こ
う
叫
ぶ
の
で
す
︒
緑
色
の
蛙
は

﹁
君
の
黄
色
は
美
し
い
﹂︑
黄
色
の

蛙
は
﹁
君
の
緑
だ
っ
て
素
晴
ら
し

い
﹂
と
︒
互
い
を
褒
め
合
い
︑﹁
も

う
喧
嘩
は
よ
そ
う
﹂
と
仲
良
く
な
る

お
話
で
︑﹁
争
い
ご
と
の
虚
し
さ
﹂

を
訴
え
た
秀
作
で
す
︒
▼
都
会
の
便

利
さ
は
仕
事
を
す
る
上
で
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
も
の
で
す
が
︑
里
山
の

美
し
さ
も
ま
た
格
別
で
す
︒
都
会
の

喧
騒
か
ら
離
れ
︑
田
舎
暮
ら
し
を
す

る
人
達
が
段
々
と
増
え
て
き
ま
し

た
︒
田
舎
暮
ら
し
の
中
に
は
︑﹁
創

意
工
夫
に
よ
り
不
便
さ
を
心
の
豊
か

さ
に
置
き
換
え
る
術
﹂
が
あ
り
ま

す
︒
▼
桜
の
開
花
と
と
も
に
︑
木
蓮

や
桃
︑
そ
し
て
片
栗
が
一
斉
に
花
開

き
は
じ
め
ま
し
た
︒
４
月
は
新
年
度

の
ス
タ
ー
ト
で
も
あ
り
ま
す
︒
１
８

８
６
（
明
治
19
）
年
当
時
︑
日
本
の

主
要
産
業
は
農
業
・
米
作
で
し
た
︒

秋
に
収
穫
さ
れ
た
お
米
な
ど
の
農
産

物
が
精
米
・
売
買
さ
れ
︑
税
金
が
納

付
さ
れ
た
後
に
予
算
が
組
ま
れ
る
タ

イ
ミ
ン
グ
が
春
=
４
月
で
あ
っ
た
こ

と
と
︑
当
時
の
産
業
大
国
・
イ
ギ
リ

ス
の
会
計
年
度
が
４
月
か
ら
始
ま
っ

て
い
た
こ
と
が
︑
日
本
の
年
度
が
４

月
始
ま
り
と
な
っ
た
大
き
な
要
因
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
︒
心
地
良
い
風

に
漂
う
花
の
香
り
に
包
ま
れ
て
︑
希

望
に
満
ち
た
そ
れ
ぞ
れ
の
春
︑
新
た

な
年
度
の
幕
が
開
き
ま
す
！

 

（
山
崎　

薫
）

こ
ち
ら
広
報
室
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秋
田
県
の
地
域
や
経
済
の

特
徴
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

　

秋
田
県
は
︑
東
北
地
方
の

北
西
︑日
本
海
側
に
位
置
し
︑

面
積
は
１
万
１
６
３
８
平
方

㌔
㍍
︑
全
国
で
６
番
目
の
広

さ
を
誇
り
︑
総
人
口
は
約
94

万
人（
令
和
４
年
２
月
現
在
）

で
す
︒
関
係
者
の
関
心
事
は

ひ
と
え
に
全
国
一
と
い
わ
れ

る
人
口
減
少
率
で
す
︒
昭
和

57
年
以
降
人
口
減
少
が
続

き
︑
平
成
29
年
に
は
１
０
０

万
人
台
を
割
り
込
み
︑
そ
の

後
も
年
間
１
万
人
を
超
え
る

ペ
ー
ス
で
減
少
し
て
い
ま
す
︒

産
業
は
︑
農
林
水
産
業
な
ど

の
第
一
次
産
業
が
盛
ん
で
︑

米
︑
畜
産
︑
野
菜
の
順
で
産

出
額
が
高
く
︑
特
に
米
の
比

率
が
過
半
を
占
め
︑
全
国
で

は
３
位
と
な
り
ま
す
︒一
方
︑

製
造
業
で
は
︑
特
に
電
子
部

品
・
デ
バ
イ
ス
産
業
が
県
内

製
造
品
出
荷
額
等
の
約
３
割

を
占
め
て
い
ま
す
︒

秋
田
県
内
の
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
を
巡
る
動
向
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

現
在
︑
秋
田
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
の
会
員
は
４
１
０
社
で
︑

こ
の
ほ
と
ん
ど
が
中
小
・
小

規
模
事
業
者
で
す
︒
課
題
は
︑

全
国
的
に
同
じ
で
︑﹁
軽
油

価
格
高
騰
﹂︑﹁
２
０
２
４
年

問
題
﹂︑﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
﹂

の
３
点
だ
と
思
い
ま
す
︒

　

特
に
︑
軽
油
価
格
の
急
激

な
上
昇
に
よ
り
︑
厳
し
い
経

営
環
境
を
強
い
ら
れ
て
い
ま

す
︒
私
の
周
辺
で
は
︑
運
賃

交
渉
に
理
解
を
示
し
て
下
さ

る
荷
主
も
一
部
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
が
︑
荷
主
自
身
も
厳
し

い
状
況
に
あ
る
の
は
確
か
で
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
単
独

の
力
で
は
︑
な
か
な
か
運
賃

交
渉
に
乗
り
出
せ
な
い
雰
囲

気
に
あ
り
ま
す
︒こ
の
た
め
︑

そ
の
後
押
し
と
し
て
︑
荷
主

向
け
に
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ

制
度
へ
の
理
解
を
お
願
い
す

る
全
15
段
の
新
聞
広
告
を
︑

地
元
紙
の
﹃
秋
田
魁
新
報
﹄

に
掲
出
（
２
月
25
日
）
し
ま

し
た
︒
こ
の
新
聞
広
告
を
契

機
に
︑
燃
料
高
騰
分
の
転
嫁

交
渉
の
動
き
が
加
速
す
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
︒

　

ち
な
み
に
秋
田
県
ト
協
会

員
に
お
け
る
﹁
標
準
的
な
運

賃
﹂
の
届
出
率
は
87
％
で
あ

り
︑
今
後
は
︑﹁
２
０
２
４
年

問
題
﹂︑﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
﹂

の
解
消
に
向
け
て
︑﹁
標
準

的
な
運
賃
﹂
に
ウ
エ
イ
ト
を

置
い
た
広
告
を
掲
出
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
︒

環
境
・
安
全
対
策
等
の
諸

課
題
に
対
し
て
、
秋
田
県

ト
協
と
し
て
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
な
さ
っ
て
い

ま
す
か
。

　
﹁
安
全
﹂
に
つ
い
て
は
︑
事

業
経
営
の
基
本
中
の
基
本
で

あ
り
︑
特
に
力
を
入
れ
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
︒
近
年
で

は
︑
社
会
問
題
化
し
て
い
る

﹁
飲
酒
運
転
撲
滅
﹂
と
﹁
大

型
車
車
輪
脱
落
事
故
防
止
﹂

に
つ
い
て
︑
会
員
に
強
く
お

願
い
を
し
て
い
ま
す
︒

　

ま
た
︑
秋
田
県
警
察
本
部

お
よ
び
秋
田
県
バ
ス
協
会
︑

秋
田
県
ハ
イ
ヤ
ー
協
会
と
覚

書
を
交
わ
し
︑﹁
歩
行
者
フ
ァ

ー
ス
ト
運
動
﹂
を
平
成
29
年

か
ら
行
っ
て
い
ま
す
︒
こ
の

運
動
は
︑
信
号
機
の
な
い
横

断
歩
道
で
歩
行
者
が
横
断
し

よ
う
と
す
る
場
合
︑
車
両
は

停
止
し
て
横
断
者
を
優
先
す

る
取
り
組
み
で
す
︒
運
動
と

連
動
し
︑ト
ラ
ッ
ク
に
は
﹁
歩

行
者
フ
ァ
ー
ス
ト
実
施
中
！
﹂

の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
付
し
て

い
ま
す
︒
ま
た
︑同
様
に
﹁
あ

お
り
運
転
の
防
止
﹂
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
︒

　

な
お
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
の
日
﹂

の
イ
ベ
ン
ト
﹁
ト
ラ
ッ
ク
フ
ェ

ス
タ
﹂
は
︑
コ
ロ
ナ
禍
で
開

催
中
止
が
続
い
て
い
ま
す
が
︑

交
通
安
全
を
一
般
歩
行
者
や

車
両
へ
呼
び
か
け
る
︑
大
型

ト
ラ
ッ
ク
５
台
を
連
ね
た﹁
交

通
安
全
パ
レ
ー
ド
﹂
は
継
続

し
て
行
っ
て
い
ま
す
︒

　
﹁
環
境
﹂
に
つ
い
て
は
︑
Ｃ

Ｏ
２
削
減
の
た
め
省
燃
費
安

全
運
転
大
会
を
︑
毎
年
県
内

３
か
所
で
開
催
し
て
い
ま
す
︒

大
型
ト
ラ
ッ
ク
デ
ィ
ー
ラ
ー

か
ら
実
技
を
交
え
て
レ
ク
チ

ャ
ー
を
受
け
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い

ま
す
︒
ま
た
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
の

森
﹂
で
の
植
樹
・
育
成
や
︑

支
部
単
位
で
清
掃
活
動
を
行

う
な
ど
道
路
環
境
整
備
活
動

も
実
施
し
て
い
ま
す
︒

　

令
和
４
年
度
か
ら
は
︑
事

業
計
画
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続

可
能
な
開
発
目
標
）
も
盛
り

込
ん
で
い
ま
す
︒
今
後
︑
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
関
連
セ
ミ
ナ
ー
等
を

開
催
す
る
と
と
も
に
︑
会
員

に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
バ
ッ
ジ
を
配
布

し
︑
取
り
組
む
会
員
を
増
や

し
て
い
く
考
え
で
す
︒

こ
の
ほ
か
、
秋
田
県
ト
協

独
自
の
取
り
組
み
な
ど
ご

ざ
い
ま
す
か
。

　

会
長
に
就
任
し
て
６
年
目

と
な
り
ま
す
が
︑
就
任
の
際

に
︑
取
り
組
む
べ
き
ポ
イ
ン

ト
を
３
点
挙
げ
ま
し
た
︒
１

つ
目
は
基
本
で
あ
る﹁
安
全
﹂

対
策
︒
２
つ
目
は
︑﹁
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
﹂︑
３
つ
目
に
︑﹁
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
﹂で
す
︒
さ
ら
に
︑

今
は
４
つ
目
に
﹁
健
康
﹂
を

加
え
て
い
ま
す
︒

　

安
全
に
関
し
て
は
︑
諸
施

策
を
進
め
る
と
と
も
に
︑
秋

田
県
ト
協
主
催
の
ド
ラ
イ
バ

ー
コ
ン
テ
ス
ト
の
実
施
方
法

を
変
え
ま
し
た
︒
今
ま
で
は

﹁
大
手
の
た
め
の
大
会
﹂
に

な
っ
て
い
た
感
が
あ
り
ま
し

た
が
︑
中
小
・
小
規
模
事
業

者
ま
で
広
く
参
加
で
き
る
大

会
に
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
︑

３
部
制
に
し
ま
し
た
︒
１
部

は
今
ま
で
と
同
じ
全
国
大
会

出
場
を
目
指
す
グ
ル
ー
プ
︒

２
部
は
︑
次
の
ス
テ
ッ
プ
で

全
国
大
会
を
目
指
す
グ
ル
ー

プ
︒
そ
し
て
︑
３
部
は
︑
構

造
法
規
の
筆
記
試
験
と
実
技

見
学
と
い
う
︑
大
会
に
参
加

し
て
も
ら
う
こ
と
に
重
点
を

置
く
グ
ル
ー
プ
で
す
︒
現
在
︑

２
︑
３
部
で
も
参
加
者
が
増

え
て
お
り
︑
本
来
の
目
的
に

近
づ
い
て
い
る
と
感
じ
ま
す
︒

　

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

は
︑
秋
田
県
ト
協
オ
リ
ジ
ナ

ル
ソ
ン
グ
を
制
作
し
ま
し
た
︒

地
元
出
身
ラ
ッ
パ
ー
の
羅
漢

さ
ん
に
作
詞
・
作
曲
し
て
も

ら
っ
た﹃
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
﹄

と
い
う
曲
は
︑
秋
田
県
民
の

皆
様
に
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
と
︑
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
も
物
流
を
止
め
ず
頑
張
る

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
を
応

援
す
る
内
容
で
す
︒
こ
の
曲

に
あ
わ
せ
て
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
も

制
作
・
放
映
し
て
い
ま
す
︒

羅
漢
さ
ん
が
実
際
に
ド
ラ
イ

バ
ー
の
声
を
聴
き
制
作
し
て

も
ら
っ
た
こ
の
楽
曲
は
と
て

も
好
評
で
︑
私
も
カ
ッ
コ
い

い
と
思
い
ま
す
︒

　

ま
た
︑
エ
フ
エ
ム
秋
田
で

は
︑
毎
週
月
曜
日
朝
７
時
50

分
か
ら
５
分
間
の
﹁
ぐ
っ
と

ら
っ
く
ん
﹂
と
い
う
提
供
番

組
を
持
っ
て
い
ま
す
︒
ト
ラ
ッ

ク
協
会
・
業
界
の
Ｐ
Ｒ
か
ら

は
一
歩
離
れ
て
︑
県
民
に
健

康
と
交
通
安
全
を
呼
び
か
け

る
内
容
の
番
組
で
す
︒
秋
田

県
ト
協
の
ス
タ
ッ
フ
が
原
案

を
考
え
︑
本
当
に
﹁
県
民
の

た
め
﹂
に
な
る
番
組
作
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
︒

　

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

に
求
め
ら
れ
る
様
々
な
能
力

を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
講
習

会
︑
研
修
会
︑
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
を
積
極
的
に
開
催
し
て
研

鑽
に
励
ん
で
い
る
ほ
か
︑
生

産
性
向
上
や
効
率
化
促
進
と

な
る
先
進
技
術
を
知
る
機
会

と
し
て
︑﹁
先
進
技
術
展
示

会
﹂
を
開
催
し
て
い
ま
す
︒

　

新
た
に
加
え
た
﹁
健
康
﹂

で
は
︑
独
自
の
﹁
健
康
経
営

宣
言
認
定
制
度
﹂を
創
設
し
︑

会
員
の
健
康
意
識
向
上
に
努

め
て
い
ま
す
︒

　

今
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

は
︑
深
刻
な
ド
ラ
イ
バ
ー
不

足
状
態
に
あ
り
︑
現
在
働
い

て
い
た
だ
い
て
い
る
ド
ラ
イ
バ

ー
に
は
︑
健
康
で
長
く
働
い

て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま

す
︒
そ
の
た
め
に
取
り
組
ん

だ
の
が
﹁
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
の
た
め
の
ご
飯
﹂︑
略
し

て
﹁
ド
ラ
飯
﹂
メ
ニ
ュ
ー
開

発
で
す
︒
健
康
の
基
本
は
食

事
で
あ
り
︑
不
規
則
で
偏
り

が
ち
な
食
生
活
改
善
を
糸
口

と
し
て
︑
健
康
管
理
へ
の
意

識
高
揚
の
き
っ
か
け
に
す
る

こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
︒

ま
た
︑
こ
う
し
た
取
り
組
み

を
発
信
す
る
こ
と
で
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
不
足
や
ド
ラ
イ
バ
ー

の
仕
事
の
重
要
性
を
理
解
し

て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
狙
い

も
あ
り
ま
す
︒
こ
の
企
画
に

は
︑
秋
田
県
栄
養
士
会
︑
全

国
健
康
保
険
協
会
秋
田
支

部
︑
そ
し
て
実
際
に
レ
シ
ピ

開
発
・
メ
ニ
ュ
ー
化
に
携
わ

っ
た
河
辺
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
の

協
力
も
あ
り
︑
先
日
︑
栄
養

バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
︑
塩
分
は

控
え
目
に
野
菜
を
多
め
に
し

た
﹁
肉
野
菜
定
食
﹂
と
﹁
唐

揚
げ
定
食
﹂
の
２
メ
ニ
ュ
ー

を
試
作
し
ま
し
た
︒
試
食
会

で
も
非
常
に
好
評
で
し
た
︒

今
後
は
︑
県
が
進
め
る
﹁
秋

田
ス
タ
イ
ル
健
康
な
食
事
﹂

認
証
に
申
請
す
る
と
と
も

に
︑
秋
田
県
内
８
千
人
の
プ

ロ
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
全

員
に
﹁
ド
ラ
飯
﹂
の
コ
ン
セ

プ
ト
を
盛
り
込
ん
だ
チ
ラ
シ

を
配
布
し
て
︑
食
事
か
ら
健

康
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

　

ま
た
︑
将
来
的
に
は
﹁
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
入
っ
た

ら
健
康
に
な
る
﹂
と
い
う
レ

ベ
ル
ま
で
健
康
経
営
に
多
角

的
に
取
り
組
み
︑
県
全
体
の

健
康
寿
命
向
上
に
寄
与
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

物
流
交
流
授
業
に
つ
い
て

も
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

県
内
の
小
学
５
年
生
を
対

象
と
し
た﹁
物
流
交
流
授
業
﹂

を
平
成
11
年
か
ら
継
続
し
て

お
り
︑
こ
れ
ま
で
に
延
べ
２
６

９
校
を
訪
問
し
ま
し
た
︒
こ

れ
は
︑
私
が
青
年
部
時
代
に

始
ま
っ
た
事
業
で
︑
と
あ
る

小
学
校
か
ら
い
た
だ
い
た
︑

﹁
北
海
道
か
ら
カ
ニ
が
ど
う

届
く
か
知
り
た
い
﹂
と
い
う

リ
ク
エ
ス
ト
が
き
っ
か
け
で

し
た
︒

　

物
流
交
流
授
業
は
︑
講
師

や
車
両
提
供
は
︑
秋
田
県
ト

協
青
年
部
会
の
メ
ン
バ
ー
が

主
体
と
な
り
行
っ
て
い
ま
す
︒

教
室
内
で
は
資
料
を
基
に
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
の
役
割
を
説
明

し
︑
屋
外
で
は
実
際
の
ト
ラ

ッ
ク
に
触
れ
て
も
ら
い
ま
す
︒

子
ど
も
達
が
真
剣
に
物
流
を

学
ぶ
姿
や
︑
ト
ラ
ッ
ク
に
実

際
に
乗
っ
て
目
を
輝
か
せ
て

楽
し
ん
で
い
る
姿
が
と
て
も

印
象
的
で
す
︒
授
業
の
最
初

に
は
︑﹁
将
来
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
に
な
り
た
い
人
は
﹂

と
質
問
す
る
と
誰
も
手
を
あ

げ
な
い
の
で
す
が
︑
授
業
の

終
わ
り
に
同
じ
こ
と
を
聞
く

と
︑
３
分
の
２
は
手
を
あ
げ

て
く
れ
る
な
ど
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク

の
重
要
さ
﹂
を
理
解
し
て
く

れ
た
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
か

っ
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
︒

　

昨
年
度
に
は
︑
児
童
の
皆

さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
感
謝

の
お
手
紙
を
︑
一
冊
の
本
に

し
て
会
員
へ
配
布
し
ま
し
た
︒

ま
た
︑
支
援
学
校
で
の
﹁
物

流
ふ
れ
合
い
教
室
﹂
や
︑
幼

稚
園
や
保
育
園
で
の
﹁
と
ら

っ
く
ん
と
い
っ
し
ょ
﹂
と
い
っ

た
社
会
貢
献
活
動
も
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
︒
秋
田
県
ト

協
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
﹁
と
ら
っ
く
ん
﹂
に
も
参

加
し
て
も
ら
い
趣
向
を
凝
ら

し
た
結
果
︑子
ど
も
達
に
も
︑

先
生
か
ら
も
大
変
好
評
で
す
︒

秋
田
の
未
来
の
物
流
を
考

え
る
協
議
会
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

会
長
に
就
任
し
た
当
時
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
課
題

は
︑
事
業
者
と
荷
主
の
２
者

間
で
解
決
す
る
よ
う
な
流
れ

で
し
た
︒
し
か
し
本
来
こ
こ

に
は
︑
行
政
に
も
参
画
し
て

も
ら
う
べ
き
と
い
う
思
い
が

あ
り
ま
し
た
︒
従
来
か
ら
県

に
は
産
業
振
興
の
た
め
に
︑

熱
心
に
動
い
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
︒
産
業
発
展
に
は
熱

心
な
反
面
︑
そ
こ
か
ら
物
流

の
視
点
が
抜
け
落
ち
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
し
た
︒
そ
こ

で
︑
県
議
会
で
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
振
興
議
員
連
盟
を
組
織
し

て
い
た
だ
き
︑﹁
秋
田
の
物

流
は
危
機
的
状
況
﹂
と
問
題

提
起
し
ま
し
た
︒
さ
ら
に
秋

田
商
工
会
議
所
等
へ
働
き
か

け
︑
県
に
要
望
す
る
こ
と
に

よ
り
︑令
和
元
年
11
月
に﹁
秋

田
の
未
来
の
物
流
を
考
え
る

協
議
会
﹂
を
設
置
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
︒同
協
議
会
は
︑

物
流
業
界
の
課
題
改
善
や

﹁
働
き
方
改
革
﹂
を
推
進
す

る
上
で
必
要
な
各
輸
送
モ
ー

ド
業
界
・
荷
主
業
界
団
体
︑

行
政
機
関
な
ど
が
メ
ン
バ
ー

と
な
り
︑
物
流
業
界
が
抱
え

る
課
題
に
つ
い
て
県
全
体
の

課
題
と
し
て
危
機
感
を
共
有

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
︑

改
善
・
解
決
に
繋
げ
て
い
く

こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
︒

　

協
議
会
の
中
に
は
農
林
水

産
物
流
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
（
Ｗ
Ｇ
）
と
先
進
技

術
検
討
Ｗ
Ｇ
が
設
置
さ
れ
︑

農
林
水
産
物
流
検
討
Ｗ
Ｇ
で

は
︑
全
農
秋
田
県
本
部
と
県

南
地
区
の
４
Ｊ
Ａ
の
協
力
の

下
︑
首
都
圏
市
場
へ
の
青
果

物
輸
送
の
実
証
実
験
を
行
い

ま
し
た
︒
実
験
前
は
︑
各
Ｊ

Ａ
の
複
数
の
出
荷
所
を
大
型

車
で
回
っ
て
集
荷
し
︑
そ
の

ま
ま
首
都
圏
へ
輸
送
す
る
運

行
形
態
で
し
た
が
︑
実
験
で

は
幹
線
便
と
集
荷
便
を
分
離

す
る
こ
と
で
幹
線
ド
ラ
イ
バ

ー
の
拘
束
時
間
の
短
縮
を
︑

ま
た
︑
集
荷
便
で
は
重
複
集

荷
の
見
直
し
を
図
る
と
と
も

に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
も
活
用
し
た
︑
よ

り
効
率
の
良
い
輸
送
に
つ
い

て
の
実
験
を
行
い
ま
し
た
︒

こ
の
実
証
実
験
で
の
改
善
点

を
ま
と
め
る
と
と
も
に
︑
新

た
な
課
題
も
抽
出
し
︑
来
年

度
は
︑
生
産
者
と
着
荷
主
も

参
加
す
る
実
証
実
験
を
進
め

て
い
き
ま
す
︒

秋
田
県
ト
協
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
、
日
ご
ろ
か
ら
お

考
え
に
な
っ
て
い
る
ポ
リ

シ
ー
や
今
後
の
抱
負
な
ど

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

一
般
の
方
や
荷
主
業
界
︑

ま
た
行
政
に
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
の
こ
と
を
正
し
く
理
解

し
て
い
た
だ
き
︑
そ
し
て
評

価
さ
れ
る
た
め
に
は
︑
私
が

積
極
的
に
前
面
に
出
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
︒
４
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
沿

っ
て
様
々
な
施
策
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
︑

周
り
か
ら
﹁
最
近
の
秋
田
県

ト
協
は
変
わ
っ
た
﹂
と
言
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
励

み
で
す
︒
ま
た
︑
同
時
に
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
エ
ゴ
ば

か
り
で
は
だ
め
だ
と
い
う
こ

と
も
肝
に
銘
じ
︑
全
て
に
関

し
て
︑
県
全
体
の
た
め
に
な

る
こ
と
を
考
え
て
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

　

ま
た
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

い
現
状
ば
か
り
で
す
が
︑
悲

観
主
義
に
な
る
の
は
自
分
の

気
分
の
せ
い
で
あ
り
︑
気
分

に
任
せ
て
は
︑
い
っ
そ
う
悲

観
的
に
な
っ
て
し
ま
う
も
の

で
す
︒
ま
た
楽
観
主
義
は
自

分
の
意
思
に
よ
る
も
の
で
す
︒

自
分
達
で
﹁
業
界
を
よ
く
す

る
﹂
と
い
う
意
志
を
も
っ
て

行
動
す
れ
ば
︑
必
ず
良
い
結

果
を
生
む
は
ず
で
す
︒

　

地
元
紙
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

﹁
ト
ラ
ッ
ク
偏
重
の
転
換
を
﹂

と
発
言
し
︑
皆
さ
ん
に
興
味

を
示
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
︒

現
在
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

不
足
が
顕
在
化
し
て
お
り
︑

こ
の
ま
ま
で
は
︑
県
全
体
の

輸
送
能
力
が
低
下
す
る
た

め
︑
将
来
は
様
々
な
モ
ー
ド

を
組
み
合
わ
せ
て
輸
送
す
る

﹁
モ
ー
ダ
ル
ミ
ッ
ク
ス
﹂
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ

う
︒
協
議
会
で
の
提
言
に
も
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
環
境
の

改
善
と
あ
わ
せ
て
︑
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
活
用
し
た
省
力
・

省
人
化
の
取
り
組
み
も
盛
り

込
む
つ
も
り
で
す
︒
ひ
い
て

は
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
を

﹁
パ
イ
ロ
ッ
ト
﹂
と
呼
ぶ
ぐ

ら
い
重
要
な
存
在
に
し
た
い

と
も
考
え
て
い
ま
す
︒

最
後
に
、
行
政
機
関
な
ど

へ
の
要
望
、
ま
た
は
会
員

事
業
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

な
ど
ご
ざ
い
ま
す
か
。

　

も
っ
と
︑
未
来
志
向
の
業

界
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
︒
従
来

か
ら
の
ル
ー
ル
や
枠
組
み
に

縛
ら
れ
ず
︑
変
え
て
い
く
流

れ
を
作
ら
な
い
と
い
け
な
い

と
感
じ
ま
す
︒
ほ
と
ん
ど
が

中
小
・
小
規
模
事
業
者
と
い

う
中
で
︑
10
︑
15
年
後
に
こ

の
ま
ま
存
続
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
と
い
う
不
安
が
あ
り

ま
す
︒
秋
田
で
は
︑
株
を
相

互
に
保
有
し
て
︑
業
務
提
携

し
て
い
る
会
員
も
出
て
き
て

い
ま
す
︒
今
︑
体
力
が
あ
る

う
ち
に
︑
協
業
・
共
同
化
︑

企
業
合
同
︑
Ｍ
＆
Ａ
な
ど
の

方
策
を
し
っ
か
り
と
考
え
る

き
っ
か
け
づ
く
り
の
年
に
す

る
た
め
︑
セ
ミ
ナ
ー
等
を
開

催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

　

ま
た
︑
協
議
会
の
例
か
ら

も
︑
課
題
の
利
害
関
係
者
同

士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

と
れ
て
い
な
い
実
態
を
改
善

し
︑
同
じ
テ
ー
ブ
ル
で
話
が

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
︒

　

今
回
︑
県
が
参
画
し
た
こ

と
で
︑
荷
主
も
運
送
事
業
者

も
お
互
い
に
積
極
的
に
動
き

や
す
い
環
境
と
な
り
ま
し

た
︒
協
議
会
設
置
の
よ
う
な

動
き
が
あ
れ
ば
︑
今
後
も
行

政
に
は
積
極
的
に
参
加
い
た

だ
き
た
い
と
切
に
願
い
ま
す
︒

赤上 信弥 会長の横顔
あかがみ しんや

株式会社秋田市場運送　代表取締役

67歳
（昭和29年12月17日生まれ）

ご家族は？　現在は家内と2人暮らしで
す。娘2人は独立して、神奈川県の茅ヶ崎
市と藤沢市にそれぞれ住んでおり、孫が5
人おります。
ご趣味は？　音楽鑑賞、特にジャズが大
好きで、かなりの枚数のレコードとCDを
持っています。また、万年筆も収集していま
す。体を動かす方では、クロスバイク（自転
車）に乗っています。ゴルフもやりますが、

バイクで転んで鎖骨を折ってからはゴルフ
が下手になったため最近どちらも疎かにな
り、ここ２年は毎日１時間のウォーキング
を欠かしません。それとお酒も少 （々笑）。
座右の銘は？　「悲観は気分　楽観は意
思」。
最近読んだ本は？　読書も趣味の一つで、
『蒼穹の昴』シリーズ（浅田次郎著）15冊
を、一気に読破しました。

秋田県トラック協会

物流危機は産業・経済の危機物流危機は産業・経済の危機
「事業者・荷主・行政」一体で課題解決を「事業者・荷主・行政」一体で課題解決を

聞
く
聞
く

会
長
に

会
長
に

公益社団法人

赤上 信弥 会長

　
全
国
の
ト
ラ
ッ
ク
協
会
長
に
お
会
い
し
て
、

　
全
国
の
ト
ラ
ッ
ク
協
会
長
に
お
会
い
し
て
、

今
後
の
抱
負
な
ど
に
つ
い
て
伺
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
抱
負
な
ど
に
つ
い
て
伺
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
公
益
社
団
法
人
秋
田
県
ト
ラ
ッ
ク

　
今
回
は
、
公
益
社
団
法
人
秋
田
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
の
赤
上
信
弥
会
長
で
す
。

協
会
の
赤
上
信
弥
会
長
で
す
。



22 追突・交差点事故ゼロをめざして追突・交差点事故ゼロをめざして

飲酒運転の根絶をめざして飲酒運転の根絶をめざして

出典：（公財）交通事故総合分析センター

11

春の全国交通安全運動

※「死傷事故件数」および「死亡・重傷事故件数」は事業用貨物自動車を第１当事者とするもの（軽自動車を除く）

約約 割割は追突、は追突、

割近く割近く

左折時の約9割は対自転車、右折時では約9割が左折時の約9割は対自転車、右折時では約9割が
■交差点における死亡・重傷事故の状況■交差点における死亡・重傷事故の状況

66
77

令和7（2025）年を目標年とする「トラック事業における総合安全プラン2025」の目標達成をめざし
て、トラック業界では、「飲酒運転の根絶」「追突事故の防止」「交差点事故の防止」を最重点推進項目と
して、安全運行の確保に積極的に取り組みます。
       

死傷事故の高速道路高速道路

令和7（2025）年の目標値 ：
死者数と重傷者数の合計970人以下／飲酒運転ゼロ　　　　

での

2010 2011 2012

死者数＋重傷者数（軽貨物を含まない）

出典：警察庁「交通事故統計」および（公財）交通事故総合分析センター「交通統計」

飲酒運転事故件数（軽貨物を含まない）
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0

10

20

30

40

50

60

0

2,000
（人） （件）

1,800

1,600

1,400

1,200

1,000

800

600

400

200

1,3761,376
1,2971,297 1,0251,025

ゼロゼロ

1,4061,406

1,9821,982 1,9261,926

34

3534

24
32 30 33

37
28

22

20

プラン2025
あらたにスタート プラン2025

　　目標
1,8041,804

1,7301,730 1,6771,677

1,5121,512

プラン2020
スタート

970970

死者数＋重傷者数（人）

飲酒運転事故件数

28

（件）

1,4291,429

うち

対歩行者対自転車

飲酒運転事故 飲酒運転事故 
 依然として後を絶たない 依然として後を絶たない

は駐・停車中の車両への追突

■高速道路における死傷事故件数の状況

※

※直進には発進、追越・追抜、
　進路変更、その他を含む

大   型：13件　　　
中   型：10件
準中型：20件
普　通：   5 件

48

大   型：8件　50件
中   型：0件　　9件
準中型：2件　 10件
普   通：1件　　2件

11 71
大   型：30件  7 件
中   型：28件　2件
準中型：12件　4件
普   通：   2 件　0件

1372

大   型：12件
中   型：   8 件
準中型：10件
普　通：   4 件

34

(　　　　　　　　　   )左折巻き込み事故防止対策
車両総重量 7.5トン 以上の事業用トラックを対象

全ト協助成事業実施中
左側方カメラ塔載車へのch

eck

交差点  - 対歩行者

交差点  - 対自転車

交差点 -その他

死亡・重傷事故件数
991件
（令和2年）

その他

397件
40％

148件
15％

132件
13％

117件
12％

197件
20％追突

左折時
衝突
0.1％

車両相互 94.8％

高速道路死傷事故件数
845件
（令和2年）

高速道路死傷事故件数
845件
（令和2年）

追越・追抜時
衝突
5.8％

後退時衝突
1.7％

対歩行者 1.3％対歩行者 1.3％

人対車両(その他)
 　　　　　　1.3％

横断中 0.0％

工作物衝突
（分離帯）
0.8％

 1.3車両単独(その他) %

工作物衝突
（防護柵等）
0.6％

駐車車両
1.2％

車両相互
（その他）
 5.8％ 

車両単独 3.9％車両単独 3.9％ 追 突
 62.1％
追 突
 62.1％

進路変更時衝突
19.3％

4月6日    ～１５日水 金  まで令和4年令和4年

「追突」のうち「追突」のうち
高速道路での高速道路での

がが

65.7%65.7%
車両への追突車両への追突

駐・停車中の駐・停車中の
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